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Ⅰ 本報告書の見方

本調査の結果及び対策は、鹿児島県教育委員会が平成３０年１月に実施した鹿児島学習定着度調査に

おける鹿児島市に関係するものです。

ついては、各学校において、本冊子を活用し、本市全体の状況を把握するとともに、全市的な傾向との

比較・分析などを通して自校の課題を明確にし、今後の個に応じたきめ細かな指導や問題解決的な学習

活動など、教員の指導方法の工夫や児童生徒の学習状況の改善を図ってください。

【調査内容に関する表記について】

本調査では、学力調査と学習状況調査が行われています。学力調査は、次の二つの内容で出題さ

れています。

① 主として「基礎・基本」に関する問題・・・本書では、「基礎・基本」と示しています。

② 主として「思考・表現」に関する問題・・・本書では、「思考・表現」と示しています。

②の問題は、次の内容を問うものであり、本書では各教科ごとに「思考・表現１」などと番号を

用いて示しています。

教科名 番号 主として「思考・表現」に関する問題の内容

１ 知識・技能等を実生活の様々な場面に活用して課題解決する問題

２ 身近な資料を用いて、表現の仕方や文章の特徴を捉え、自分の表現に役立

国 語 てることができるようにする問題

３ 複数の情報を関連付け、それを基に自分の考えを論理的に書くことができ

るようにする問題

１ 社会的事象の特徴や背景・原因等について、自分の考えを筋道立てて説明

する問題

社 会
２ 提示された資料を関連付けたり、比較したりして読み取ったことを基に、

社会的事象について説明する問題

３ 歴史的事象の相互の関係を判断したり、社会的事象について正しく説明し

ているものを判断したりする問題（選択肢による出題）

１ 知識・技能等を実生活の様々な場面に活用して課題解決する問題

算数・数学
２ 示された課題解決の過程を、新たな課題に活用して解決する問題

３ 課題解決の方法や判断の根拠などを言葉や数、式、図、表、グラフなどを

用いて、筋道立てて説明する問題

１ 観察、実験の結果（事実・データ）から結論を考察する問題

理 科 ２ 原理、法則を他の身近な現象に当てはめて説明する問題

３ 視覚的に実感しにくい現象をモデルで説明する問題

１ 「聞くこと」においては、聞き取った英語を基に、英文を完成させたり、

英語の質問文に英語で答えたりする問題

英 語
２ 「読むこと」においては、文と文のつながりや段落と段落の関係、内容に

合う英文選択などを問う問題

３ 「書くこと」においては、対話やまとまりのある文章における流れや文と

文のつながりに留意し、適切な英文を書く問題
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Ⅱ 調査結果の概要

１ 調査の概要

(1) 趣 旨
ア 基礎的・基本的な知識・技能及び思考力・判断力・表現力等に関する学力状況及び児童

生徒の学習に関する意識や学び方などの学習状況の把握
イ 市全体の状況把握、個に応じたきめ細かな指導方法の工夫・改善

(2) 内 容 小学校：国語・社会・算数・理科、児童質問紙

中学校：国語・社会・数学・理科・英語、生徒質問紙

(3) 実施日 【学 力 調 査】平成３０年１月１７日(水）・１８日(木)

【学習状況調査】平成３０年１月１７日(水)～１９日(金)

(4) 対 象 全ての市立小・中学校

調 査 実 施 校 数 調査実施児童生徒数
学 校 種 学 年

鹿児島市 鹿児島県 鹿児島市 鹿児島県

小 学 校 第５学年 ７６校 ５０１校 ５,０９０人 １３,３４２人

第１学年 ３８校 ２１６校 ４,２０８人 １２,０６７人
中 学 校

第２学年 ３８校 ２１７校 ４,４９７人 １２,０４７人

２ 学力調査の結果
(1) 各教科の平均通過率

基礎･基本 思考･表現 全 体
学年

市 県 差(市-県) 市 県 差(市-県) 市 県 差(市-県) (H28)

小５ 73.8% 73.1% 0.7 46.0% 45.8% 0.2 67.4% 66.8% 0.6 (0.9)
国
中１ 70.0% 68.0% 2.0 60.5% 57.6% 2.9 67.4% 65.1% 2.3 (1.2)

語
中２ 69.1% 68.5% 0.6 55.2% 53.2% 2.0 64.9% 63.9% 1.0 (2.5)

小５ 70.0% 69.4% 0.6 56.9% 57.0% -0.1 65.9% 65.6% 0.3 (0.4)
社
中１ 61.1% 59.2% 1.9 40.7% 39.3% 1.4 55.1% 53.3% 1.8 (2.7)

会
中２ 63.6% 61.4% 2.2 44.8% 46.9% -2.1 58.1% 57.1% 1.0 (1.9)

算 小５ 72.7% 72.6% 0.1 45.1% 43.9% 1.2 63.1% 62.7% 0.4 (0.6)
数
・ 中１ 69.5% 67.7% 1.8 52.9% 50.6% 2.3 64.8% 62.8% 2.0 (1.2)
数
学 中２ 67.7% 66.8% 0.9 46.0% 44.3% 1.7 60.2% 59.0% 1.2 (2.4)

小５ 66.3% 65.9% 0.4 72.7% 73.4% -0.7 68.8% 68.8% 0.0 (1.1)
理
中１ 61.8% 59.7% 2.1 49.9% 46.9% 3.0 57.5% 55.1% 2.4 (1.6)

科
中２ 57.1% 56.3% 0.8 27.2% 28.5% -1.3 46.3% 46.3% 0.0 (2.1)

英 中１ 71.8% 68.4% 3.4 60.1% 55.9% 4.2 67.0% 63.3% 3.7 (3.0)

語 中２ 67.6% 64.4% 3.2 55.3% 52.6% 2.7 62.8% 59.8% 3.0 (3.6)

(2) 結果の概要

小学校、中学校のいずれも、全ての教科で「基礎・基本」及び「全体」は、県平均通過率

を上回っているか同じである。ただし、「思考・表現」については、小５と中２の社会と理

科が県平均通過率を下回っている。
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３ 学習状況調査の結果（主なもののみ抜粋、詳細はpp.42-47に掲載）
(1) 主な質問に対する回答の割合 市 県 差(市-県)

① 家では、自分で学習（宿題や自分で計画した学習） 小５ 84.5% 84.1% 0.4
していますか。 （質問１）

※ 「している」「どちらかといえばしている」と回答し 中１ 77.8% 79.7% -1.9
た児童生徒の割合

中２ 76.0% 76.9% -0.9

② あなたが自分で計画を立ててやる学習の内容は、 小５ 11.8% 12.0% -0.2
どんなものが多いですか。 （質問２）

※ 「計画を立てて学習していない」と回答した児童生 中１ 14.6% 15.1% -0.5
徒の割合

中２ 16.8% 17.4% -0.6

③ あなたの学級では、授業のめあて（学習目標）を 小５ 91.0% 90.6% 0.4
立てていますか。 （質問１０）

※ 「よくしている」「どちらかといえばしている」と回 中１ 86.6% 87.8% -1.2
答した児童生徒の割合（以下、同じ）

中２ 86.6% 87.2% -0.6

④ めあてを確認した後、学習を見通す活動（めあてを 小５ 77.3% 78.8% -1.5
解決するためにどのように考えればよいか見通す活動）
を行っていますか。 中１ 63.2% 66.4% -3.2

（質問１１）
中２ 61.4% 63.7% -2.3

⑤ 授業の終わりに学習内容を振り返る活動（ノート 小５ 76.2% 76.2% 0.0
にまとめたり、考えたことを整理したりするなど）を
行っていますか。 中１ 62.7% 64.5% -1.8

（質問１２）
中２ 60.3% 61.2% -0.9

⑥ 授業では、自分で考えたり、進んで活動に取り組 小５ 77.6% 78.0% -0.4
んだりしていますか。

（質問１３） 中１ 72.0% 72.5% -0.5

中２ 71.2% 71.3% -0.1

⑦ 授業では、先生から教えてもらったことや友達と 小５ 73.3% 72.0% 1.3
話し合ったことなどを通じて、自分の考えを深めた
り広げたりすることができていますか。 中１ 72.2% 71.4% 0.8

（質問１５）
中２ 71.6% 71.1% 0.5

⑧ 授業で学んだことを、ほかの学習や普段の生活に生 小５ 82.2% 82.1% 0.1
かすことができていますか。

（質問１６） 中１ 73.3% 72.3% 1.0

中２ 70.0% 68.4% 1.6

(2) 結果の概要

家庭学習については、７～８割の児童生徒が取り組んでいるが、その割合は学年が上がるに

つれて減少する傾向にある。

学校での学習活動については、授業のめあて（学習目標）を立てている学級は多いが、「学

習を見通す活動」や「振り返る活動」は十分に行われていない状況が見られる。また、「授

業では、自分の考えを深めたり広げたりすることができている」、「授業で学んだことをほ

かの学習や普段の生活に生かすことができている」と回答した児童生徒の割合は県を上回っ

ているが、「自分で考えたり、進んで活動に取り組んだりしている」と回答した児童生徒の

割合は県を下回っている。

これらのことから、日々の授業では、児童生徒がめあて（学習目標）の達成や学習課題の

解決に向けて方向性や手立てを具体的に考え、検討し合う活動や、学習したことを個人でノ

ート等にまとめた上で相互に確認し合ったり、類似の問題場面に活用して考えたりする活動

等を一層重視し、思考力・判断力・表現力等の育成を図る必要がある。

ア

家
庭
学
習
に
つ
い
て

イ

学
校
で
の
学
習
活
動
に
つ
い
て
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Ⅲ　学力調査の結果

市 県 県との差 市 県 県との差 市 県 県との差

小５ 73.8% 73.1% 0.7 46.0% 45.8% 0.2 67.4% 66.8% 0.6
中１ 70.0% 67.9% 2.1 60.5% 57.6% 2.9 67.4% 65.1% 2.3
中２ 69.1% 68.4% 0.7 55.2% 53.3% 1.9 64.9% 63.9% 1.0

　１　国語　　　　　　        　　　　　　　　　　　　　　　　○分析　◆対策

　 (1)　全体

学　　年
基礎・基本 思考・表現 全　体

○基礎･基本で70％を超えたのは、中１のみ  

○ 全体では、小５、中１、中２いずれも県を上回っている。 
○ 「基礎･基本」では、いずれの学年も県を上回っているが、中２は７割に満たない状況であり、 
 定着が望まれる。    
○ 「思考・表現」では、中１は県を３ポイント近く上回っているが、小５は県とほとんど同じで 
 あり、平均通過率も５割に満たないなど、課題が見られる。 
◆ 「基礎・基本」の更なる定着に向けて、通過率の低い問題をやり直すなど補充指導を徹底する 
 とともに、課題解決のための言語活動を位置付けた学習活動を展開し､「思考・表現」力を高める。     

【小学校第５学年】 

【中学校第１学年】 

【中学校第２学年】 
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　　 　ア　小学校第５学年

市 県

話すこと聞くこと 72.9% 71.2% 1.7
書くこと 33.5% 34.8% -1.3
読むこと 61.9% 61.1% 0.8
伝国 76.8% 76.2% 0.6  

イ　中学校第１学年

市 県

話すこと聞くこと 67.3% 66.0% 1.3
書くこと 61.7% 59.6% 2.1
読むこと 64.4% 61.5% 2.9
伝国 72.6% 70.4% 2.2
ウ　中学校第２学年

市 県

話すこと聞くこと 68.4% 67.1% 1.3
書くこと 54.6% 52.6% 2.0
読むこと 65.8% 63.8% 2.0
伝国 66.0% 65.8% 0.2

　　 　ア　小学校５年生

市 県

話す・聞く能力 72.9% 71.2% 1.7
書く能力 33.5% 34.8% -1.3
読む能力 61.9% 61.1% 0.8  

言語に関する知識理解 76.8% 76.2% 0.6

　　 　イ　中学校１年生

市 県

話す・聞く能力 67.3% 66.0% 1.3
書く能力 61.7% 59.6% 2.1
読む能力 64.4% 61.5% 2.9  

言語に関する知識理解 72.6% 70.4% 2.2

　　 　ウ　中学校２年生

市 県

話す・聞く能力 68.4% 67.1% 1.3
書く能力 54.6% 52.6% 2.0
読む能力 65.8% 63.8% 2.0  

言語に関する知識理解 66.0% 65.8% 0.2

　(2)　内容・領域別平均通過率

平均通過率
県との差

平均通過率
県との差

平均通過率
県との差

　(3)　観点別平均通過率

平均通過率
県との差

平均通過率
県との差

平均通過率
県との差

70.4% 

61.5% 

59.6% 

66.0% 

72.6% 

64.4% 

61.7% 

67.3% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

伝国に関する事項 

読むこと 

書くこと 

話すこと・聞くこと 

市 県 

65.8% 

63.8% 

52.6% 

67.1% 

66.0% 

65.8% 

54.6% 

68.4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

伝国に関する事項 

読むこと 

書くこと 

話すこと・聞くこと 

市 県 

76.2% 

61.1% 

34.8% 

71.2% 

76.8% 

61.9% 

33.5% 

72.9% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

伝国に関する事項 

読むこと 

書くこと 

話すこと・聞くこと 

市 県 

76.2% 

61.1% 

34.8% 

71.2% 

76.8% 

61.9% 

33.5% 

72.9% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言語に関する知識理解 

読む能力 

書く能力 

話す・聞く能力 

市 県 

70.4% 

61.5% 

59.6% 

66.0% 

72.6% 

64.4% 

61.7% 

67.3% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言語に関する知識理解 

読む能力 

書く能力 

話す・聞く能力 

市 県 

65.8% 

63.8% 

52.6% 

67.1% 

66.0% 

65.8% 

54.6% 

68.4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言語に関する知識理解 

読む能力 

書く能力 

話す・聞く能力 

市 県 

○ 小５の「書くこと」及び「書く能力」は県を１．３ポイント下回っている。 
○ 「読むこと」及び「読む能力」は、中１、中２いずれも県を２ポイント以上上回っている。 
◆ 小５においては、自分の考えを明らかにしながら短くまとめ、交流する学習活動に継続して  
  取り組ませたい。 
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　ア　各設問の分類と平均通過率 ※平均通過率が40％を下回った設問と、無解答率が10％を上回った設問に着色している。

大
問

中
問

小
問

基礎
・

基本

思考
・

表現

話す
こと
聞く
こと

書く
こと

読む
こと

伝国
話

す・
聞く

書く 読む 言語 基礎・基本 思考・表現 無解答率 基礎・基本 思考・表現 無解答率 基礎・基本 思考・表現 無解答率

1 ア 小４ ○ ○ ○ 97.2% 0.2% 97.5% 0.1%

2 イ 小５ ○ ○ ○ 77.9% 2.9% 80.3% 2.3%

3 ウ 小１ ○ ○ ○ 73.4% 1.0% 74.6% 1.0%

4 エ 小３ ○ ○ ○ 89.4% 0.7% 90.1% 0.6%

5 2 小３ ○ ○ ○ 47.6% 1.0% 48.2% 0.8%
手紙を書き方のきまりを理解し
ているか。

6 1 小３ ○ ○ ○ 78.4% 4.4% 79.1% 4.2%

7 2 小３ ○ ○ ○ 62.4% 3.7% 60.8% 3.5%

8 1 小４ ○ ○ ○ 91.6% 0.1% 91.3% 0.1% 季語を理解しているか。

9 2 小３ ○ ○ ○ 76.7% 0.2% 78.2% 0.2%
ことわざや慣用句の意味を理解
しているか。

10 二 小５ ○ ○ ○ 83.3% 0.1% 83.7% 0.1%
相手や場面に応じて，適切に敬
語を使うことができるか。

11 三 小３ ○ ○ ○ 93.0% 0.1% 93.2% 0.1%
国語辞典の基本的な引き方を
身に付けているか。

12 四 小２ ○ ○ ○ 67.4% 0.2% 67.1% 0.2%
主語と述語の関係を理解してい
るか。

13 五 小３・４ ○ ○ ○ 51.8% 0.2% 54.4% 0.3%
修飾語や接続語の果たす役割
を理解し，使うことができるか。

14 ① 小３・４ ○ ○ ○ 74.9% 0.3% 76.7% 0.4%

15 ② 小３・４ ○ ○ ○ 77.1% 0.3% 77.9% 0.5%

16 二 小３・４ ○ ○ ○ 61.6% 4.8% 64.2% 4.5%
話合いが目的に応じて適切に進
行するように、提案者や参加者
の発言を整理したり，促したり、
まとめたりすることができるか。

17 一 小２ ○ ○ ○ 71.8% 0.9% 73.8% 1.0%
場面の様子について，登場人物
の言動を中心に創造を広げなが
ら読むことができるか。

18 二 小４ ○ ○ ○ 14.9% 9.6% 14.8% 11.6%
場面の移り変わりに注意しなが
ら，叙述を基に想像して読むこと
ができるか。

19
①
表
現

小５ ○ ○ ○ 53.3% 11.2% 55.1% 11.6%
登場人物の心情，場面について
の描写を捉えることができるか。

20
②
効
果

小５ ○ ○ ○ 55.7% 11.7% 56.1% 12.1%
優れた叙述について自分の考
えをまとめることができるか。

21 ① 小５ ○ ○ ○ 87.8% 0.6% 88.1% 0.7%

22 ② 小５ ○ ○ ○ 86.1% 0.6% 86.8% 0.7%

23 ③ 小５ ○ ○ ○ 58.3% 0.9% 58.8% 1.2%
文章の内容を的確に押さえて要
旨を捉えることができるか。

24 ① 小５ ○ ○ ○ 37.2% 19.7% 36.5% 22.1%
事実と感想，意見などとの関係
を押さえ，自分の考えを明確に
しながら読むことができるか。

25 ② 小５ ○ ○ ○ 23.2% 24.8% 22.6% 27.6%
目的に応じて適切な文章を複数
選んで読むことができるか。

26 ③ 小５ ○ ○ ○ 43.9% 25.1% 41.3% 28.2%
目的や意図に応じて簡単に書い
たり，詳しく書いたりすることが
できるか。

問題数 20 6 3 3 7 13 3 3 7 13

出題割合76.9% 23.1% 11.5% 11.5% 27.0% 50.0% 11.5% 11.5% 27.0% 50.0%

73.1% 45.8% 4.8% 73.8% 46.0% 5.2%
通過率

66.8% 67.4%

5

一

筆者の意図や思考を想定して読
むことができるか。

二

計

2

一

3

一

全員が発言できるように促した
り，軌道修正をしたりするといっ
た司会の役割を理解している
か。

4

三

出題の意図

設問

出題
学年

問題内容別

1

一

学年別漢字配当表に示されて
いる漢字を正しく読んだり，書い
たりすることができるか。

二
ローマ字を正しく読んだり,書い
たりすることができるか。

内容領域別 観 点 別

(4)  小学校第５学年

県平均通過率 市平均通過率 校内通過率
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イ 特に課題のあった設問
(ｱ) 大問１－二－２（小３ ローマ字）、大問２－四（小２ 主語・述語） 【基礎・基本】

ローマ字 平均通過率
市 県 差

６０.８％ ６２.４％ －1.6

主語と述語の関係 平均通過率
市 県 差

６７.１％ ６７.４％ －0.3

指導のポイント

２問とも、これまでも類似

の問題が出題されており、引

き続き課題である。

ローマ字に関しては、固有

名詞をローマ字に直す学習を

意図的に繰り返して定着を図

りたい。

主述の関係については、述

語を特定してから主語を探す

取組を繰り返して確実に定着

を図りたい。

(ｲ) 大問５－二（小５ 事実と感想、意見などとの関係を押さえ、自分の考えを､明確にしながら
読むことができる。目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりできる。【思考・表現】

①（立場を明確に書く）平均通過率
市 県 差

３６.５％ ３７.２％ -0.7
②（資料と関連付けて書く）平均通過率
市 県 差

２２.６％ ２３.２％ -1.6
③（目的や意図に応じて書く）平均通過率

市 県 差

４１.３％ ４３.９％ -2.6

③ 無 解 答 率

市 県 差

２８.２％ ２５.１％ -3.1

指導のポイント

事実と感想、意見などとの

関係を押さえ、自分の考えを

明確にしながら読む学習活動

や、目的に応じて適切な文章

を複数選んで読む学習活動、

目的や意図に応じて簡単に書

いたり、詳しく書いたりする

学習活動を取り入れる。

無解答率も２５％を超えて

いるので、日頃から自分の意

見や考えを短文でノートに書

かせて、書くことへの抵抗を

減らしていく必要がある。
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　ア　各設問の分類と平均通過率 ※平均通過率が40％を下回った設問と、無解答率が10％を上回った設問に着色している。

大
問

中
問

基礎
・

基本

思考
・
表現

話す
こと
聞く
こと

書く
こと

読む
こと

伝国
話す・
聞く 書く 読む 言語 基礎・基本 思考・表現 無解答率 基礎・基本 思考・表現 無解答率 基礎・基本 思考・表現 無解答率

1 1 中１・小４ ○ ○ ○ 79.5% 1.6% 81.6% 1.0% 中学校新出音訓を正しく読むことが
できるか。

2 2 中1 ○ ○ ○ 97.2% 0.2% 97.4% 0.1% 中学校学習漢字を正しく読むことが
できるか。

3 3 小６・２ ○ ○ ○ 61.5% 11.4% 65.7% 10.1% 小学校学習漢字を正しく書くことが
できるか。

4 4 小３・２ ○ ○ ○ 65.8% 8.2% 69.5% 7.2% 小学校学習漢字を正しく書くことが
できるか。

5 二 中１ ○ ○ ○ 67.4% 0.6% 66.3% 0.1% 漢字の筆順を理解し，正しい筆順を
選ぶことができるか。

6 三 中１ ○ ○ ○ 51.2% 0.9% 53.1% 0.2% 単語について理解し，単語に正しく
区切ることができるか。

7 1 小３ ○ ○ ○ 72.8% 9.2% 77.0% 7.5% 話し言葉を書き言葉に正しく直すこ
とができるか。

8 2 小３ ○ ○ ○ 87.2% 5.0% 88.6% 4.1% 案内の手紙に必要な情報を判断する
ことができるか。

9 一 中１ ○ ○ ○ 69.2% 0.9% 71.9% 0.3% 故事成語の意味を理解し，適切に活
用することができるか。

10 二 小５・６ ○ ○ ○ 30.7% 1.5% 34.7% 0.4%
文章の内容を的確に押さえて要旨を
捉えたり，語句と語句との関係を理
解したりすることができるか。

11 1 中１ ○ ○ ○ 81.3% 2.4% 82.8% 2.5% 歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直
すことができるか。

12 2 中１ ○ ○ ○ 97.9% 0.2% 97.8% 0.2% 古語の意味を正しく理解することが
できるか。

13 一 中1 ○ ○ ○ 57.9% 1.3% 59.8% 0.7%
必要に応じて質問したり，聞き取っ
たことを自分の考えと比較したりす
るなどして聞き取ることができる
か。

14 二 中１ ○ ○ ○ 68.1% 9.7% 69.9% 8.0%
話の全体を捉えながら聞いた内容を
正しく聞き取り，聞き手として質問
したり，助言したりできるか。

15 三 中１ ○ ○ ○ 72.1% 11.8% 72.2% 10.1%
全体と部分，事実と意見との関係に
注意して話を構成し，相手に分かり
やすく伝えることができるか。

16 一 中１ ○ ○ ○ 65.7% 1.3% 69.1% 0.8% 文章の内容や特徴を捉えることがで
きるか。

17 二 中１ ○ ○ ○ 76.0% 0.9% 77.1% 0.7% 会話や発言から登場人物の心情を読
み取ることができるか。

18 三 中１ ○ ○ ○ 53.6% 16.8% 59.2% 14.4% 会話や発言から登場人物の心情を読
み取ることができるか。

19 四 中１ ○ ○ ○ 71.8% 1.5% 73.9% 1.2% 会話や話の展開から登場人物の心情
を読み取ることができるか。

20 五 中１ ○ ○ ○ 59.8% 2.0% 63.5% 1.4% 会話や話の展開から登場人物の心情
を読み取ることができるか。

21 六 中１ ○ ○ ○ 42.8% 17.8% 47.8% 14.9% 作者の意図を読み取り，自分の考え
をもち，表現することができるか。

22 一 中１ ○ ○ ○ 52.1% 3.0% 55.9% 2.1% 文章の構成や展開を的確に捉えるこ
とができるか。

23 二 中１ ○ ○ ○ 74.6% 9.4% 76.3% 8.6% 文章中の語句が指示する意味を的確
に捉えることができるか。

24 三 中１ ○ ○ ○ 79.5% 4.1% 81.5% 4.0% 文章と図表との関連を捉え，部分に
合う図表を選択できるか。

25 四 中１ ○ ○ ○ 53.0% 13.0% 55.2% 11.2% 文の前後の関係を正しく捉え，内容
の理解に役立てることができるか。

26 1 中１ ○ ○ ○ 47.4% 17.0% 48.4% 15.2% 資料から目的に応じて，必要な情報
を読み取ることができるか。

27 ① 中１ ○ ○ ○ 55.7% 25.0% 56.8% 24.2% 文章と図表との関連を考えながら，
文章を読むことができるか。

28 ② 中１ ○ ○ ○ 42.7% 27.2% 44.1% 26.1% 文章と図表との関連を考えながら，
文章を読むことができるか。

29 ③ 中１ ○ ○ ○ 52.8% 26.2% 57.2% 26.0%
自分の伝えたい事柄について，条件
に応じて文章にまとめることができ
るか。

問題数 21 8 3 4 11 11 3 4 11 11

出題割合 72.4% 27.6% 10.4% 13.8% 37.9% 37.9% 10.4% 13.8% 37.9% 37.9%

68.0% 57.6% 7.9% 70.0% 60.5% 7.0%

設問

出題学年

問題内容別 内容領域別 観 点 別 校内通過率

出題の意図小
問

1

一

四

3

4

5

五

県平均通過率 市平均通過率

2

計

通過率

(5)  中学校第１学年

65.1% 67.4%

2

三
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イ 特に課題のあった設問
(ｱ) 大問１－二（中１漢字の筆順）、大問２－二（小５・６ 文章理解） 【基礎・基本】

漢字の筆順 平均通過率
市 県 差

６６.３％ ６７.４％ -1.6

文章理解 平均通過率
市 県 差

３４.７％ ３０.７％ 4.0

指導のポイント
漢字の筆順については、小

学校と比較して中学校では時
間を割かない傾向にあるが、
機会を捉えて定着を図りたい。
文章理解については、文章

の内容を的確に押さえて要旨
を捉えたり、語句と語句との
関係を理解したりできるよう
に、文章中に線を引いたり、
語句と語句を○で囲んだりす
るなどの視覚的な学習活動も
取り入れて、確実に定着を図
りたい。

(ｲ) 大問５－五－２（文章と図表との関連を考えながら文章を読む。自分の伝えたい事柄について、
条件に応じて文章にまとめることができる。） 【思考・表現】

①（グラフの選択と内容）平均通過率
市 県 差

５６.８％ ５５.７％ 0.9
②（文章とグラフの関係）平均通過率

市 県 差
４４.１％ ４２.７％ 1.4
③（条件に応じて書く）平均通過率

市 県 差

５７.２％ ５２.８％ 4.4

③ 無 解 答 率

市 県 差

２６.０％ ２６.２％ -0.2

指導のポイント

複数のグラフから、自ら選

択したグラフの示す内容を説

明し、自分の意見を関連付け

ながら条件に応じた文章にま

とめることが求められてい

る。日頃から、資料と文章の

関連をペアやグループで話し

合わせたり、複数の資料から

一つを選択して文章と関連付

けて書かせたりする学習活動

を取り入れて、定着を図りた

い。
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　ア　各設問の分類と平均通過率 ※平均通過率が40％を下回った設問と、無解答率が10％を上回った設問に着色している。

大
問

中
問

小
問

基礎
・

基本

思考
・

表現

話
す
・
聞
く

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
国

話
す
・
聞
く

書
く

読
む

言
語

基礎
・

基本

思考
・

表現
無解答率

基礎
・

基本

思考
・

表現
無解答率

基礎
・

基本

思考
・

表現
無解答率

1 1 小５ ○ ○ ○ 54.8% 2.8% 54.1% 2.9% 小学校学習漢字（訓）が読め
るか。

2 2 中１ ○ ○ ○ 96.9% 0.3% 96.7% 0.2% 中学校で学習漢字（音）が読
めるか。

3 3 小４ ○ ○ ○ 61.6% 5.0% 63.0% 4.8% 小学校学習漢字（訓）が書け
るか。

4 4 小４・２ ○ ○ ○ 68.9% 4.3% 66.6% 4.2% 小学校学習漢字（音）が書け
るか。

5 1 中２ ○ ○ ○ 69.1% 0.5% 70.3% 0.4% 動詞の活用形を理解している
か。

6 2 中２ ○ ○ ○ 82.6% 0.3% 84.6% 0.2% 接続詞のつなぎ方や表す意味
を理解しているか。

7 1 中２ ○ ○ ○ 59.7% 0.4% 61.7% 0.2% 敬語の種類を理解している
か。

8 2 中２ ○ ○ ○ 47.0% 4.5% 42.0% 4.2% 敬語の特徴を捉え正しく使う
ことができるか。

9 四 中２ ○ ○ ○ 43.3% 0.7% 37.1% 0.5% 行書の特徴（筆順の変化）を
理解しているか

10 五 小５・６ ○ ○ ○ 38.4% 0.3% 42.0% 0.3%
文章の内容を的確に押さえて
要旨を捉えたり，語句と語句
との関係を理解したりするこ
とができるか。

11 ① 中１ ○ ○ ○ 51.0% 1.7% 51.4% 1.6%

12 ③ 中１ ○ ○ ○ 90.2% 1.0% 91.2% 1.0%

13 二 中１ ○ ○ ○ 41.1% 0.5% 44.2% 0.4% 古語の意味を正しく捉えるこ
とができるか。

14 1 中２ ○ ○ ○ 90.0% 2.7% 90.9% 2.6%

15 2 中２ ○ ○ ○ 91.4% 3.1% 92.0% 2.9%

16 一 中２ ○ ○ ○ 83.8% 0.6% 85.3% 0.4% 話合い活動における司会の役
割を理解しているか。

17 二 中２ ○ ○ ○ 50.4% 7.3% 51.6% 6.9%
発言を比較し, その違いに気
付き, 自分の考えをまとめて
書くことができるか。

18 一 中２ ○ ○ ○ 70.6% 0.9% 72.8% 1.0% 比喩の働きと効果を理解して
いるか。

19 二 中１ ○ ○ ○ 72.1% 13.4% 74.1% 12.7%
登場人物の心情や場面の描写
を捉えられるか。

20 1 中２ ○ ○ ○ 46.1% 24.7% 49.8% 23.5%
二作品を比較し，共通点を捉
えることができるか。

21 2 中２ ○ ○ ○ 68.3% 2.9% 70.7% 3.1% 二作品を比較し，共通点を捉
えることができるか。

22 3 中２ ○ ○ ○ 37.8% 25.6% 39.7% 24.3%
二作品を比較しながら，文章
に表れているものの見方や考
え方を捉え，自分の考えをも
つことができるか。

23 一 中１ ○ ○ ○ 83.4% 5.9% 84.3% 5.8% 文章と図を関連付けることが
できるか。

24 二 中２ ○ ○ ○ 69.4% 13.0% 69.9% 12.8%
接続詞（さらに）の働きを捉
え，文章を整理して理解でき
るか。

25 三 中２ ○ ○ ○ 72.2% 3.2% 75.0% 3.2%
話の構成や展開，表現の仕方
について，考えをもつことが
できるか。

26 ④ 中１ ○ ○ ○ 40.5% 22.5% 42.2% 21.8%
グラフのデータから顕著な特
徴を捉えることができるか。

27 ⑤ 中２ ○ ○ ○ 77.9% 6.0% 79.1% 6.1%
文章に表れているものの見方
や考え方を捉えることができ
るか。

28 ① 中２ ○ ○ ○ 32.4% 21.7% 31.3% 19.2%
提示された情報を関連付け
て，文章を読むことができる
か。

29 ② 中２ ○ ○ ○ 59.7% 22.3% 62.7% 19.7%
提示された情報を関連付け
て，自分の考えをもつことが
できるか。

30 ③ 中２ ○ ○ ○ 65.9% 21.9% 69.9% 19.7%
自分の伝えたい事柄につい
て，条件に応じて文章にまと
めることができるか。

問題数 21 9 2 3 10 15 2 3 10 15

出題割合 70.0% 30.0% 6.7% 10.0% 33.3% 50.0% 6.7% 10.0% 33.3% 50.0%

68.5% 53.2% 7.3% 69.1% 55.2% 6.9%

設問

出題
学年

問題内容別 内容領域別 観 点 別 県平均通過率 市平均通過率 校内通過率

出題の意図

1

一

二

三

2

一
歴史的仮名遣いを現代仮名遣
いに直すことができるか。

三
古文を読み，文意を捉えるこ
とができるか。

3

4

三

5 四

五

計

通過率

63.9% 64.9%

(6)　中学校第２学年
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イ 特に課題のあった設問
(ｱ) 大問１－三－２（中２ 敬語の特徴）、大問１－四（中２ 行書の特徴） 【基礎・基本】

（敬語の特徴） 平均通過率
市 県 差

４２.０％ ４７.０％ -5.0

（行書の特徴） 平均通過率
市 県 差

３７.１％ ４３.３％ -6.2

指導のポイント

敬語の意味とその種類につ

いて、誤った使い方をしてい

る文章を正しく直す課題に繰

り返して取り組ませて、確実

に定着を図る。

筆順が変わったり、点画が

連続したりするなどの行書の

特徴について、実際に毛筆に

取り組む際に、課題となって

いる字以外についても例題を

多く取り上げ、定着を図る。

(ｲ) 大問５－五（提示された情報を関連付けて、文章を読んだり自分の考えをもつことができる。
自分の伝えたい事柄について、条件に応じて文章にまとめることができる。）【思考・表現】

①（二つの観点） 平均通過率
市 県 差

３１.３％ ３２.４％ -1.1
②（自分の考え）平均通過率
市 県 差

６２.７％ ５９.７％ 3.0
③（指示された字数）平均通過率

市 県 差

６９.９％ ６５.９％ 4.0

③ 無 解 答 率

市 県 差

１９.７％ ２１.９％ -2.2

指導のポイント

鈴木さんが行ったプレゼン

テーションと、別の発表者が

紹介したデータとその説明を

踏まえて、自分の考えを述べ

る問題である。

日頃から、単元全体を通し

て課題解決型の学習活動を展

開して、自ら発表したり他人

の意見を聞いたりしながら、

自分の考えを文章にまとめる

取組を通じて、思考・表現す

る力を育みたい。
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市 県 県との差 市 県 県との差 市 県 県との差

小５ 70.0% 69.4% 0.6 56.9% 57.0% -0.1 65.9% 65.6% 0.3
中１ 61.1% 59.2% 1.9 40.7% 39.3% 1.4 55.1% 53.3% 1.8
中２ 63.3% 61.4% 1.9 45.6% 46.9% -1.3 58.1% 57.1% 1.0

２　社会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　　　　　　　　　　　　　　　　○分析　◆対策

学　　年
基礎・基本 全　体

　(1)　全体

思考・表現

○基礎･基本で70％を超えたのは、中１のみ  

○ 全体では、いずれの学年も県を上回っている。 
○ 「基礎･基本」では、いずれの学年も県を上回っているが、中１と中２は７割に満たない状況 
  であり、課題が見られる。 
○ 「思考・表現」では、中１は県を上回っているが、小５と中２は、県を下回っており、課題が 
 見られる。 
◆ 考えをまとめる学習活動を行う際には、選択・判断した根拠や理由を明確にすることを意識す 
 るよう指導する。 

【小学校第５学年】 

【中学校第１学年】 

【中学校第２学年】 
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　　 　ア　小学校第５学年

市 県

国土のようす 68.7% 68.0% 0.7
農業 52.1% 51.7% 0.4  

水産業 75.5% 75.4% 0.1
工業 68.6% 67.9% 0.7

運輸・貿易 49.0% 50.8% -1.8

イ　中学校第１学年

市 県

世界の地域構成 54.5% 52.7% 1.8
人々の生活と環境 47.0% 46.3% 0.7
世界の諸地域 50.6% 49.3% 1.3
歴史のとらえ方 72.0% 69.6% 2.4
古代までの日本 56.1% 53.8% 2.3

ウ　中学校第２学年

市 県

日本の地域構成 64.6% 63.8% 0.8
日本の地域的特色 61.9% 61.5% 0.4
日本の諸地域 46.0% 44.6% 1.4
近世の日本 57.8% 56.7% 1.1

　　 　ア　小学校５年生

市 県

思考・判断・表現 59.9% 60.0% -0.1
資料活用の技能 65.9% 65.1% 0.8  

知識・理解 70.1% 69.6% 0.5

　　 　イ　中学校１年生

市 県

思考・判断・表現 40.7% 39.3% 1.4
資料活用の技能 58.9% 56.6% 2.3  

知識・理解 61.9% 60.1% 1.8

　　 　ウ　中学校２年生

市 県

思考・判断・表現 44.8% 45.4% -0.6
資料活用の技能 60.0% 58.4% 1.6  

知識・理解 65.3% 63.7% 1.6

平均通過率
県との差

平均通過率
県との差

　(2)　内容・領域別平均通過率

　(3)　観点別平均通過率

平均通過率
県との差

県との差
平均通過率

平均通過率
県との差

平均通過率
県との差

53.8% 

69.6% 

49.3% 

46.3% 

52.7% 

56.1% 

72.0% 

50.6% 

47.0% 

54.5% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

古代までの日本 

歴史のとらえ方 

世界の諸地域 

人々の生活と環境 

世界の地域構成 

市 県 

56.7% 

44.6% 

61.5% 

63.8% 

57.8% 

46.0% 

61.9% 

64.6% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

近世の日本 

日本の諸地域 

日本の地域的特色 

日本の地域構成 
市 県 

50.8% 

67.9% 

75.4% 

51.7% 

68.0% 

49.0% 

68.6% 

75.5% 

52.1% 

68.7% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運輸・貿易 

工業 

水産業 

農業 

国土のようす 

市 県 

69.6% 

65.1% 

60.0% 

70.1% 

65.9% 

59.9% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知識・理解 

資料活用の技能 

思考・判断・表現 

市 県 

60.1% 

56.6% 

39.3% 

61.9% 

58.9% 

40.7% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知識・理解 

資料活用の技能 

思考・判断・表現 
市 県 

63.7% 

58.4% 

45.4% 

65.3% 

60.0% 

44.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知識・理解 

資料活用の技能 

思考・判断・表現 
市 県 

○ 内容・領域別平均通過率では、小５の「運輸・貿易」において県を下回っている。 
○ 観点別平均通過率では、小５と中２の「思考・判断・表現」が県を下回っている。 
◆ 説明文に関連する資料を選択させたり、資料に関連する説明文を選択させたりするな 
 ど、関連付けを意識した学習活動を取り入れる。 
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　ア　各設問の分類と平均通過率 ※平均通過率が40％を下回った設問と、無解答率が10％を上回った設問に着色している。

大問 中問 小問
基礎
・
基本

思考
・
表現

国
土
の
様
子

農
業

水産
業

工
業

運
輸
・
貿
易

思考
・
判断
・
表現

観察
・
資料
活用

知識
・
理解

基礎
・
基本

思考
・
表現

無解
答率

基礎
・
基本

思考
・
表現

無解答
率

基礎
・
基本

思考
・
表現

無解答
率

1 1 小５ ○ ○ ○ 53.1% 12.8% 53.0% 14.8%
　我が国の近隣の国々との領土を
めぐる問題について理解できてい
るか。

2 2 小５ ○ ○ ○ 85.1% 3.7% 87.2% 3.9% 　世界の主な大陸，近隣の国々の
位置と名称を理解できているか。

3 3 小５ ○ ○ ○ 69.2% 0.4% 68.1% 0.4%
　我が国の領土の広がりを，地図
帳を用いて具体的に調べる技能が
身に付いているか。

4 1 小５ ○ ○ ○ 81.5% 3.2% 81.5% 3.5% 　我が国の国土の地形の概要を理
解できているか。

5 2
小
３・
４

○ ○ ○ 53.6% 4.2% 55.9% 4.5% 　各都道府県の位置や名称を理解
できているか。

6 3 小５ ○ ○ ○ 67.9% 1.1% 68.6% 1.2%
　地形に特色ある地域について，
断面図を活用して調べる技能が身
に付いているか。

7 4 小５ ○ ○ ○ 70.9% 5.8% 71.9% 5.6% 　我が国の国土の気候の概要を理
解できているか。

8 5 小５ 思・表２ ○ ○ 68.8% 2.1% 68.5% 2.1%
　家屋の特徴を，それぞれの地域
の気候と関連付けながら考え，説
明することができるか。

9 ① 小４ ○ ○ ○ 61.5% 1.3% 63.6% 1.6% 　資料中に示されている県の位置
を理解できているか。

10 ② 小５ ○ ○ ○ 59.5% 0.8% 61.8% 0.9%
　米の生産が盛んな地域とその理
由を自然条件と関連付けてとらえ
ることができているか。

11 2 小５ ○ ○ ○ 60.2% 0.5% 55.8% 0.6% 　米作りの作業の内容や手順につ
いて，理解できているか。

12 1 小５ ○ ○ ○ 37.3% 6.9% 40.4% 7.4%
　トレーサビリティーの考え方を
理解し，見学や観察の視点として
身に付けることができているか。

13 2 小５ 思・表２ ○ ○ 49.9% 9.9% 50.3% 10.7%
　食料自給率を上げていくための
具体的な取組について考えたこと
を表現できているか。

14 1 小５ － － － － － － －

15 2 小５ ○ ○ ○ 91.6% 1.9% 89.8% 2.4%
　凡例やデータ値に注意しなが
ら，資料を正しく読み取ることが
できるか。

16 3 小５ 思・表１ ○ ○ 50.3% 11.6% 52.1% 12.4%
　水産業が盛んな地域について，
自然条件と関連付けて考えたこと
を説明することができているか。

17 1 小５ ○ ○ ○ 85.8% 0.9% 86.5% 1.1%
　遠洋漁業が大きく漁獲量を減ら
したことを資料から読み取ること
ができるか。

18 2 小５ 思・表３ ○ ○ 80.8% 1.1% 81.9% 1.2%
　遠洋漁業の漁獲量減少の原因
を，経済水域の設定と関連付けて
考えることができているか。

19 3 小５ 思・表１ ○ ○ 68.6% 9.0% 67.4% 9.6%
　水産業の課題について，資料か
ら読み取ったことをもとに考え，
表現することができているか。

20 1 小５ 思・表３ ○ ○ 83.6% 1.8% 84.2% 2.2%
　自動車工場と関連工場との関係
を資料をもとに考え，指摘するこ
とができているか。

21 2 小５ ○ ○ ○ 69.5% 1.6% 71.9% 1.9% 　組立工場の工夫について理解で
きているか。

22 3 小５ 思・表２ ○ ○ 50.5% 9.2% 51.1% 9.8%
　価格及び費用と，消費者のニー
ズとを関連付けて考え，説明する
ことができているか。

23 4 小５ 思・表３ ○ ○ 54.5% 3.1% 54.3% 3.6%
　自動車をはじめとする工場の海
外生産のメリットについて考え，
判断することができているか。

24 1 小５ ○ ○ ○ 61.7% 9.8% 64.4% 10.8%
　中京工業地帯の名称と位置を理
解できているか。

25 2 小５ ○ ○ ○ 87.5% 4.9% 86.0% 5.8% 　工業が盛んな太平洋ベルトの名
称と位置を理解できているか。

26 3 小５ ○ ○ ○ 68.9% 4.7% 68.5% 6.0% 　工業の原材料や製品の輸送手段
の特徴を理解できているか。

27 4 小５ 思・表１ ○ ○ 32.7% 16.8% 29.5% 18.4%

　工業地帯等の立地条件を，工業
の種類や輸送手段と関連付けて考
え，説明することができている
か。

問題数 17 9 9 4 5 6 2 9 4 13

出題割合 65.4% 34.6% 34.6% 15.4% 19.2% 23.1% 7.7% 34.6% 15.4% 50.0%

69.4% 57.0% 5.0% 70.0% 56.9% 5.5%
通過率

65.6% 65.9%

4

1

2

5

6

計

出題の意図

1

2

3

1

3

校内通過率

(4)  小学校第５学年

設問

出題
学年

問題内容別 内容領域別 観点別 県通過率 市平均通過率
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イ 特に課題のあった設問
(ｱ) 大問３ 第５学年「日本の食料生産」 【基礎・基本】

平成２９年度平均通過率
市 県 差

５５．８％ ６０．２％ -4.4
平成２８年度平均通過率
市 県 差

７０．９％ ７１．１％ -0.2
平成２７年度平均通過率
市 県 差

４７．２％ ５１．９％ -4.7

指導のポイント

≪平成２８年度の問題≫
平成２７年度から３年連続

で出題されているが、引き続

き課題であることから、定着

の低い調査問題については、

年間指導計画に朱書きするな

どして、授業の中で確実に理
解し、定着が図られるように
する。また、日頃から資料集
や写真、映像等を活用して実
生活に結び付き、児童の興味
関心を高める工夫をする。

(ｲ) 大問６ 第５学年「日本の工業（運輸・貿易）」 【思考・表現２】
平均通過率

市 県 差
２９．５％ ３２．７％ -3.2

無解答率
市 県 差

１８．４％ １６．８％ 1.6

指導のポイント

平均通過率が、３割を下回

り、県よりも3.2ポイント下

回っており課題である。

資料（地図、写真、グラフ、

表等）にどのような内容が書

かれているのか、自分の考え

をまとめたり、グループで話

し合ったりする活動を充実さ

せる。

また、複数の資料の関連を

多面的・多角的に捉えられる

ように、比較・関連付け等を

意識した授業づくりを行う。

工業製品等イメージが容易

でないものについては、児童

の実生活と関連付けられるよ

う資料提示を工夫をする。
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　ア　各設問の分類と平均通過率 ※平均通過率が40％を下回った設問と、無解答率が10％を上回った設問に着色している。

大問 中問 小問

基礎
・
基本

思考
・
表現

世界
の地
域構
成○

世界
各地
の人
人の
生活
と環
境○

世界
の諸
地域

歴史
のと
らえ
方○

古代
まで
の日
本○

思考
・
判断
・
表現

観察
・
資料
活用

知識
・
理解

基礎
・
基本

思考
・
表現

無解答
率

基礎
・
基本

思考
・
表現

無解答
率

基礎
・
基本

思考
・
表現

無解答
率

1 1 中１ ○ ○ ○ 69.6% 0.2% 70.4% 0.1% 　赤道が地図上のどこを通ってい
るかを理解できているか。

2 2 中１ ○ ○ ○ 53.1% 0.5% 55.2% 0.5% 　地球上の位置を，緯度と経度で
示すことができるか。

3 3 中１ ○ ○ ○ 46.0% 0.9% 47.3% 0.8%
　球体の地球の見えていない部分
の大陸とその位置を，地図と関連
付けて理解できているか。

4 4 中１ 思・表２ ○ ○ 42.3% 2.8% 45.1% 2.8%
　選択した根拠として地図の特色
を正しく表現することができてい
るか。

5 1 中１ ○ ○ ○ 42.7% 1.2% 43.7% 0.8% 　気候帯の特色とその分布を理解
できているか。

6 2 中１ ○ ○ ○ 52.6% 1.1% 52.4% 0.9%
　遊牧や住居より，モンゴルで暮
らす人々の生活の様子を理解でき
ているか。

7 3 中１ 思・表２ ○ ○ 9.5% 5.9% 9.5% 6.2%
　雨温図から他の地域との違いを
読み取り，地中海性気候の特色を
説明することができているか。

8 4 中１ ○ ○ ○ 80.4% 0.9% 82.3% 0.8% 　三大宗教の特徴について理解で
きているか。

9 1 中１ ○ ○ ○ 59.2% 0.4% 61.2% 0.3% 　イギリスの位置を地図上で正し
く理解できているか。

10 2 中１ 思・表３ ○ ○ 44.7% 1.2% 45.4% 1.2%
　農業分布図，写真資料や統計資
料から，地中海式農業の分布を判
断することができているか。

11 3 中１ 思・表２ ○ ○ 39.2% 12.8% 39.0% 10.8%
　拡大するＥＵの課題について，
資料から読み取れることをもとに
説明することができているか。

12 4 中１ ○ ○ ○ 61.2% 0.5% 61.9% 0.6% 　アジアの自然環境について理解
できているか。

13 5 中１ ○ ○ ○ 36.8% 11.9% 39.1% 11.4%
　東南アジアの地域連合の名称を
理解できているか。

14 6 中１ ○ ○ ○ 54.8% 1.4% 57.1% 1.7% 　主題図や統計グラフの読み取り
ができているか。

15 1 中１ 思・表３ ○ ○ 46.5% 0.8% 48.3% 0.7%
　各古代文明の位置と特色につい
て正しく説明している文を選択で
きるか。

16 2 中１ ○ ○ ○ 62.7% 2.9% 63.6% 2.9% 　縄文時代の思想を反映している
土偶を理解できているか。

17 3 中１ ○ ○ ○ 32.7% 0.9% 35.2% 0.8% 　弥生時代の日本と東アジアの交
流を理解できているか。

18 4 中１ ○ ○ ○ 75.3% 4.3% 78.2% 4.1% 　大和政権による支配の仕組みに
ついて理解できているか。

19 5 中１ 思・表１ ○ ○ 57.3% 6.3% 58.7% 5.9%
　弥生時代における農耕文化の広
まりと社会の変化について説明す
ることができるか。

20 1 中１ ○ ○ ○ 75.4% 9.8% 78.2% 8.9% 　飛鳥時代の政治の改革を理解で
きているか。

21 2 中１ 思・表１ ○ ○ 36.8% 22.3% 39.0% 20.5%
　飛鳥時代の日本と東アジアの
国々との関係について，正しく説
明することができるか。

22 3 中１ ○ ○ ○ 67.4% 12.2% 71.1% 10.7%
　飛鳥時代に目指された政治につ
いて理解できているか。

23 4 中１ 思・表１ ○ ○ 38.5% 15.4% 40.5% 13.6%
　奈良時代の農民の生活の様子に
ついて，資料を基に説明すること
ができるか。

24 5 中１ ○ ○ ○ 45.8% 14.5% 48.1% 13.8%
　桓武天皇が政治を立て直すため
に遷都した平安京を理解できてい
るか。

25 1 中１ ○ ○ ○ 61.5% 1.6% 63.7% 1.4% 　世紀の表し方を理解できている
か。

26 2 中１ ○ ○ ○ 59.1% 13.4% 61.3% 13.4%
　時代を区分する表し方を理解で
きているか。

27 3 小６ ○ ○ ○ 88.0% 1.2% 91.1% 1.0% 　小学校で学習した歴史上の人物
について理解できているか。

問題数 19 8 4 4 6 3 10 8 5 14

出題割合 70.4% 29.6% 14.8% 14.8% 22.2% 11.1% 37.1% 29.6% 18.5% 51.9%

59.2% 39.3% 5.5% 61.1% 40.7% 5.1%

出
題
学
年

問題内容別

4

出題の意図

観点別内容領域別 県平均通過率 市平均通過率

1

2

3

計

5

6

(5)  中学校第１学年

校内通過率

55.1%

設問

通過率
53.3%
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イ 特に課題のあった設問
(ｱ) 大問２ 第１学年「世界の気候」 【思考・表現２】

平成２９年度平均通過率
市 県 差

９.５％ ９.５％ 0
平成２８年度平均通過率
市 県 差

３４.０％ ２９.６％ 4.4

指導のポイント

平均通過率が１割を切って

おり、課題である。

気候についての授業では、

まず、地図で国や都市の位置

（緯度）を確実に押さえるこ

と。そして、気温が高い夏に

少雨か気温の低い冬に少雨な

のかなど、気温の変化と降水

量の関係、植生の特徴等、他

地域と比べる視点を意識した

授業づくりをする。

(ｲ) 大問３ 第１学年「ヨーロッパ」 【思考・表現２】
平均通過率

市 県 差
３９.０％ ３９.２％ -0.2

無解答率
市 県 差

１０.８％ １２.８％ -2.0

指導のポイント

県の平均通過率を０.２ポ

イント下回っており課題であ

る。

資料（写真、グラフ、表等）

から読み取れる内容と地図が

関連付けられるように、着目

する視点を明確にし、課題を

追究したり解決したりする活

動を効果的に取り入れる。

また、無解答率も１割を越

えていることから、授業の終

末段階で自分の考えを書く活

動を効果的に取り入れる。そ

の際、考えたことや選択・判
断したことを根拠や理由を基
に記述させる活動を入れる。
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　ア　各設問の分類と平均通過率 ※平均通過率が40％を下回った設問と、無解答率が10％を上回った設問に着色している。

大問 中問 小問
基礎
・

基本

思考
・
表現

日
本
の
地
域
構
成
○

日
本
の
地
域
的
特
色

日
本
の
諸
地
域

近
世
の
日
本
○

思
考
・
判
断
・
表
現

観
察
・
資
料
活
用

知
識
・
理
解

基礎
・

基本

思考
・
表現

無解答率

基礎
・
基本

思考
・

表現
無解答率

基礎
・

基本

思考
・
表現

無解答率

1 1 中２ ○ ○ ○ 48.4% 3.0% 49.4% 3.1% 　地図上の経線を使って，時差に
ついて正しく指摘できるか。

2 2 中２ ○ ○ ○ 70.2% 0.6% 74.0% 0.5% 　日本と同緯度，同経度にある国
を地図上で正しく指摘できるか。

3 3 小５ 中２ ○ ○ ○ 57.6% 14.2% 56.7% 14.3% 　竹島の位置と名称を正しく理解
できているか。

4 4 中２ ○ ○ ○ 66.6% 8.2% 65.8% 6.7%
　領土の面積よりも領海・排他的
経済水域の面積の方がはるかに広
いことを理解できているか。

5 5 小４ 中２ 思表３ ○ ○ 76.1% 1.6% 77.2% 1.3%
　地域のさまざまな特色をもと
に，都道府県の名称と位置を判断
することができるか。

6 1 中２ ○ ○ ○ 80.3% 0.3% 81.6% 0.3% 　世界の造山帯の分布について理
解できているか。

7 2 中２ ○ ○ ○ 49.2% 0.4% 52.7% 0.3%
　日本の地形の特色の一つである
扇状地について理解できている
か。

8 3 中２ ○ ○ ○ 64.5% 1.7% 65.0% 1.5%
　気候に影響を与える季節風につ
いて，雨温図，地図，模式図を関
連付けて理解できているか。

9 4 中２ 思表２ ○ ○ 82.5% 1.7% 81.2% 1.5%
　少子高齢化について，グラフか
ら読み取って説明することができ
るか。

10 5 中２ 思表２ ○ ○ 30.9% 5.3% 28.8% 4.6%
　日本の発電所の分布について，
発電所の立地条件から説明するこ
とができるか。

11 1 小４ 中２ ○ ○ ○ 43.4% 0.6% 46.4% 0.6% 　シラス台地の分布やその特徴に
ついて理解できているか。

12 2 中２ ○ ○ ○ 33.8% 7.4% 36.5% 6.4% 　砂浜海岸の分布やその特徴につ
いて理解できているか。

13 3 中２ 思表２ ○ ○ 35.2% 14.8% 32.7% 13.2%
　連絡橋等の整備の結果，人や物
の流れが活発になり，時間距離が
短縮したことを説明できるか。

14 4 小５ 中２ ○ ○ ○ 65.9% 10.0% 68.4% 8.6%
　阪神工業地帯について，名称と
位置，生産割合の変化を理解でき
ているか。

15 1 中２ ○ ○ ○ 54.9% 0.5% 58.2% 0.5% 　新航路の開拓について理解でき
ているか。

16 2 小６ 中２ ○ ○ ○ 93.6% 0.4% 94.0% 0.3% 　我が国のキリスト教の伝来につ
いて理解できているか。

17 3 小６ 中２ 思表３ ○ ○ 31.2% 0.9% 31.3% 0.8%
　豊臣秀吉による全国統一に関す
る動きについて相互の関係を判断
することができるか。

18 4 小６ 中２ 思表２ ○ ○ 42.8% 13.8% 46.0% 13.1%
　太閤検地とその影響について，
資料と関連付けながら説明するこ
とができるか。

19 5 中２ ○ ○ ○ 51.5% 0.9% 53.3% 0.7% 　桃山文化を代表する作品につい
て理解できているか。

20 1 中２ 思表２ ○ ○ 37.5% 21.5% 36.4% 20.3%
　武家諸法度により，幕府がどの
ような目的で全国の大名を取りし
まったかを説明できるか。

21 2 小６ 中２ ○ ○ ○ 72.8% 0.7% 75.1% 0.7% 　江戸時代の身分制度について理
解できているか。

22 3 中２ ○ ○ ○ 77.0% 0.7% 78.6% 0.6% 　鎖国以前の江戸幕府の外交関係
について理解できているか。

23 4 小６ 中２ ○ ○ ○ 69.2% 3.9% 71.7% 3.3%
　鎖国下の江戸幕府の外交関係に
ついて理解できているか。出島の
位置を理解できているか。

24 1 小６ 中２ ○ ○ ○ 45.3% 18.9% 48.4% 17.1%
　大阪に置かれた諸藩の蔵屋敷の
名称とその役割について理解でき
ているか。

25 2 中２ 思表２ ○ ○ 26.4% 12.2% 24.6% 10.7%
　江戸時代の幕政改革の名称とそ
の理由を，改革前の世の中の様子
から読みとり，説明できるか。

26 3 中２ ○ ○ ○ 59.8% 1.3% 60.6% 1.3% 　町人を担い手とした元禄文化に
ついて理解できているか。

27 4 小６ 中２ ○ ○ ○ 72.7% 1.1% 72.8% 1.1% 　化政文化を代表する人物につい
て理解できているか。

問題数 19 8 5 5 4 13 8 6 13

出題割合 70.4% 29.6% 18.5% 18.5% 14.8% 48.2% 29.6% 22.2% 48.2%

61.4% 46.9% 5.4% 63.6% 44.8% 4.9%

5

6

計

通過率
57.1% 58.1%

1

2

3

4

(6)　中学校第２学年

設問

出題
学年

問題内容別 内容領域別 観点別 県通過率

出題の意図

校内通過率市平均通過率
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イ 特に課題のあった設問

(ｱ) 大問１ 小学５年、第２学年「日本の諸地域」 【基礎・基本】

平均通過率

市 県 差

５６.７％ ５７.６％ -0.9

無解答率

市 県 差

１４.３％ １４.２％ 0.1

指導のポイント

平均通過率が県を０.９ポ

イント下回っている。

知識・理解の確実な定着を

図るために、地球儀や地図、

写真等の資料を活用し、資料

から読み取ったことを基に自

分の考えをまとめたり、話し

合ったりする活動を充実させ

る必要がある。

地図の取扱いに当たって

は、教科書に掲載されている

ものだけではなく、地図帳や

掛け地図なども効果的に活用

し、習得を図る必要がある。

(ｲ) 大問６ 第２学年「江戸時代」 【思考・表現２】

平均通過率

市 県 差

２４.６％ ２６.４％ -1.8

無解答率

市 県 差

１０.７％ １２.２％ -1.5

指導のポイント

資料を読み取り説明するこ

とが求められる太閤検地や寛

政の改革に関する問題は、無

解答率が１割を超え、平均通

過率も低いことから課題であ

る。

自分の考えをまとめたり、

話し合ったりして知識・理解

を深める授業を重視するとと

もに、地図、グラフ、写真等

の資料（史料）を活用し、社

会的事象の特色等を事実と関

連付けて説明し合う活動の充

実を図る必要がある。
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市 県 県との差 市 県 県との差 市 県 県との差

小５ 72.7% 72.6% 0.1 45.1% 43.9% 1.2 63.1% 62.7% 0.4
中１ 69.5% 67.7% 1.8 52.9% 50.6% 2.3 64.8% 62.8% 2.0
中２ 67.7% 66.8% 0.9 46.0% 44.3% 1.7 60.2% 59.0% 1.2

思考・表現

３　算数・数学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　　　　　　　　　　　　　　　　○分析　◆対策

学　　年
基礎・基本 全　体

　(1)　全体○基礎･基本で70％を超えたのは、中１のみ  

○ 全体では、県平均を上回っているが、いずれの学年も７割に満たない状況にある。 
○ 「基礎･基本」では、いずれの学年も県を上回っているが、中１と中２は７割に満たない状況で 
ｄあり、課題が見られる。 
○ 「思考・表現」では、中１は５割を上回ったが、小５と中２では、５割を下回っており、課題が
あ見られる。 
◆ 基本的な概念や原理・原則を確実に定着させた上で、それらを活用して深く考え理解させる指導  
 を重視する。 

【小学校第５学年】 

【中学校第１学年】 

【中学校第２学年】 
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　　 　ア　小学校第５学年

市 県

数と計算 73.5% 73.7% -0.2
量と測定 55.5% 54.4% 1.1
図形 61.4% 60.0% 1.4
数量関係 55.7% 55.2% 0.5  

イ　中学校第１学年

市 県

数と式 69.8% 68.2% 1.6
図形 66.7% 64.5% 2.2
関数 44.6% 42.5% 2.1
資料の活用 49.6% 45.8% 3.8

ウ　中学校第２学年

市 県

数と式 61.8% 60.6% 1.2
図形 71.1% 69.5% 1.6
関数 52.9% 52.1% 0.8
資料の活用 46.8% 46.0% 0.8

　　 　ア　小学校５年生

市 県

数学的な考え方 45.9% 44.8% 1.1
技能 76.3% 76.5% -0.2  

知識・理解 66.2% 65.3% 0.9

　　 　イ　中学校１年生

市 県

数学的な見方や考え方 55.4% 52.9% 2.5
技能 72.7% 70.8% 1.9  

知識・理解 59.7% 58.0% 1.7

　　 　ウ　中学校２年生

市 県

数学的な見方や考え方 45.3% 43.0% 2.3
技能 66.8% 66.3% 0.5  

知識・理解 61.4% 59.6% 1.8

県との差
平均通過率

平均通過率
県との差

平均通過率
県との差

　(3)　観点別平均通過率

平均通過率
県との差

平均通過率
県との差

平均通過率
県との差

　(2)　内容・領域別平均通過率

68.2% 

64.5% 

42.5% 

45.8% 

69.8% 

66.7% 

44.6% 

49.6% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

数と式 

図形 

関数 

資料の活用 

県 市 

60.6% 

69.5% 

52.1% 

46.0% 

61.8% 

71.1% 

52.9% 

46.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

数と式 

図形 

関数 

資料の活用 

県 市 

73.7% 

54.4% 

60.0% 

55.2% 

73.5% 

55.5% 

61.4% 

55.7% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

数と計算 

量と測定 

図形 

数量関係 

県 市 

65.3% 

76.5% 

44.8% 

66.2% 

76.3% 

45.9% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

数学的な 

考え方 

技能 

知識・理解 

県 市 

58.0% 

70.8% 

52.9% 

59.7% 

72.7% 

55.4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

数学的な見方 

や考え方 

技能 

知識・理解 

県 市 

59.6% 

66.3% 

43.0% 

61.4% 

66.8% 

45.3% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

数学的な見方 

や考え方 

技能 

知識・理解 

県 市 

○ 内容・領域別平均通過率では、小５の「数と計算」が県を下回っている。 
○ 観点別平均通過率では、小５の「技能」が県を下回っている。 
○ 小５の「数学的な考え方」、中２の「数学的な見方や考え方」は５割を下回っており、課
あ題が見られる。 
◆ 問題場面から数量を読み取り、言葉や数、式、図表、グラフなどを用いて整理し、筋道立 
 てて考えたことを数学的に表現したり、説明したりする学習活動の工夫、充実を図る。 
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　ア　各設問の分類と平均通過率 ※平均通過率が40％を下回った設問と、無解答率が10％を上回った設問に着色している。

大
問

中
問

小
問

基礎
・

基本

思考
・

表現

数と
計算

量と
測定

図形
数量
関係

数学
的な
考え
方

技能
知識・
理解

基礎・基本 思考・表現 無解答率 基礎・基本 思考・表現 無解答率 基礎・基本 思考・表現 無解答率

1 (1) 小学４年 ○ ○ ○ 88.9% 0.1% 89.1% 0.2% 位をそろえて，整数と小数の加法を正しく計
算することができるか。（H28の追跡調査）

2 (2) 小学５年 ○ ○ ○ 77.5% 1.1% 76.6% 1.4%
小数の除法で，商を整数で求め，余りを適切
に求めることができるか。（H27,H28の追跡調
査）

3 (3) 小学５年 ○ ○ ○ 60.2% 1.5% 59.3% 1.6%
異分母の分数の減法を正しく計算することが
できるか。また，差が約分できることに気付
き，正しく答えを求めることができるか。
（H28の追跡調査）

4 (4) 小学５年 ○ ○ ○ 89.7% 1.4% 89.5% 1.5% 分数÷整数を正しく計算することができる
か。

5 (5) 小学４年 ○ ○ ○ 88.6% 0.9% 88.1% 1.2% 計算のきまりを使い，正しく計算することが
できるか。

6 (1) 小学５年 ○ ○ ○ 75.9% 0.3% 75.9% 0.4% 乗数と積の大小関係，除数と商の大小関係を
正しく理解できているか。（H28の追跡調査）

7 (2) 小学５年 ○ ○ ○ 52.2% 0.4% 52.5% 0.4% 倍の関係にある２つの数量を表す線分図を選
択することができるか。

8 (1) 小学５年 ○ ○ ○ 64.9% 1.8% 63.6% 2.0% 最小公倍数の意味を正しく理解し，求めるこ
とができるか。（H28の追跡調査）

9 (2) 小学５年 ○ ○ ○ 65.5% 2.9% 66.8% 3.0% 最大公約数の意味を正しく理解し，求めるこ
とができるか。（H28の追跡調査）

10 (1) 小学４年 ○ ○ ○ 69.9% 0.4% 71.4% 0.4% いろいろな四角形の性質を正しく理解してい
るか。

11 (2) 小学５年 ○ ○ ○ 50.1% 0.5% 51.4% 0.8% 合同な三角形を作図するために必要な条件を
見いだすことができるか。

12 5 小学５年 ○ ○ ○ 40.3% 3.2% 40.6% 3.6% 四角形の面積を既習の図形に分けたり，引い
たりして，求めることができるか。

13 6 小学５年 ○ ○ ○ 89.9% 0.8% 90.1% 1.0% 展開図から体積を求めるために必要な辺の長
さを抽出し,体積を求めることができるか。

14 (1) 小学４年 ○ ○ ○ 92.2% 0.4% 92.3% 0.5% ２つの数量の関係を表に整理して，答えを求
めることができるか。

15 (2) 小学４年 ○ ○ ○ 83.9% 0.9% 83.8% 1.2% ２つの数量の関係を読み取り，答えを求める
ことができるか。

16 ① 小学５年 思・表1 ○ ○ 72.3% 0.9% 74.0% 1.0% 失敗した測定値を入れないで平均値を求める
式を選ぶことができるか。

17 ② 小学５年 思・表1 ○ ○ 66.0% 1.3% 67.7% 1.4%
失敗した測定値を入れないで,仮の平均を利用
して平均値を求める式を選ぶことができる
か。

18 (2) 小学５年 思・表1 ○ ○ 27.2% 5.0% 28.1% 5.5%
全体量（合計の秒数）を平均から算出し，合
計秒数と比較して目標に足りないことに気付
くことができるか。

19 9 小学５年 思・表２ ○ ○ 30.7% 13.0% 32.4% 14.8%
共通する図形の面積の関係を捉え，その関係
が成り立つことを説明することができるか。
（H25～H28の追跡調査。）

20 (1) 小学４年 思・表1 ○ ○ 60.2% 1.6% 62.5% 1.9% 折れ線グラフの変わり方の違いを直線の傾き
を基にして考えることができるか。

21 (2) 小学４年 思・表３ ○ ○ 34.2% 10.7% 33.4% 11.6% 折れ線グラフと棒グラフを関連させて読み取
れたことを説明することができるか。

22 (3) 小学４年 思・表1 ○ ○ 34.5% 4.7% 34.9% 5.5% 折れ線グラフと棒グラフを関連させて読み取
れたことを説明することができるか。

23 (4) 小学４年 思・表1 ○ ○ 26.1% 11.4% 27.6% 12.3% 棒グラフを読み取って，折れ線グラフをかく
ことができるか。

問 題 数 15 8 9 6 2 6 9 11 3

出題割合 65.2% 34.8% 39.1% 26.1% 8.7% 26.1% 39.1% 47.8% 13.1%

72.6% 43.9% 2.8% 72.7% 45.1% 3.2%

(4)  小学校第５学年

2

3

4

観 点 別設問

出題学年

1

出題の意図

問題内容別 内容領域別 市平均通過率県平均通過率

通過率

校内通過率

7

8

(1)

10

62.7% 63.1%

計
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イ 特に課題のあった設問
(ｱ) 大問５ 第５学年「図形の面積」 【基礎・基本】

平均通過率
市 県 差

４０.６％ ４０.３％ 0.3
無解答率

市 県 差
３.６％ ３.２％ 0.4

指導のポイント

「基礎・基本」の問題の中で唯一、５割を下回った問題である。四角形の面積を既習の図形

に分けたり、全体から引いたりして求めることに課題が見られる。図形を構成する要素に着目

して、一つの図形を二つ以上の図形に分けるなどの図形の見方・考え方を働かせることによっ

て、児童自ら工夫して面積を求めることができるように指導することが重要である。

(ｲ) 大問１０ 第４学年「折れ線グラフ」
【思考・表現３】

(2) 平均通過率
市 県 差

３３.４％ ３４.２％ -0.8
(2) 無解答率

市 県 差
１１.６％ １０.７％ 0.9
【思考・表現１】

(4) 平均通過率
市 県 差

２７.６％ ２６.１％ 1.5
(4) 無解答率

市 県 差

１２.３％ １１.４％ 0.9

指導のポイント

グラフの読み取りや複数のグ

ラフを関連付けて説明を記述す

る問題に課題がある。無解答率

も１０％を超えている。

グラフの数値を読み取り比較

したり、自分の考えを数学的な

表現を用いてノートに記述し伝

え合ったりする活動を重視し、

取り組ませていく必要がある。

また、折れ線グラフは、線の傾

きで変化の様子を捉えるグラフ

であるため、その導入では、折

れ線グラフの線だけを見て分か

ることを児童に交流させること

も大切である。
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　ア　各設問の分類と平均通過率 ※平均通過率が40％を下回った設問と、無解答率が10％を上回った設問に着色している。

大
問

中
問

小
問

基礎
・

基本

思考
・

表現

数と
式

図形 関数
資料の
活用

数学的な
見方や考
え方

技能
知識・
理解

基礎・基本 思考・表現 無解答率 基礎・基本 思考・表現 無解答率 基礎・基本 思考・表現 無解答率

1 (1) 中１ ○ ○ ○ 88.3% 0.4% 88.8% 0.5% 正負の数の加減の計算ができるか。

2 (2) 中１ ○ ○ ○ 74.1% 0.5% 74.0% 0.4% 負の数の累乗の計算ができるか。

3 (3) 中１ ○ ○ ○ 82.6% 0.9% 84.2% 0.8% 四則の混じった計算ができるか。

4 (4) 中１ ○ ○ ○ 71.3% 4.7% 70.5% 4.4% １次式と数の除法の計算ができる
か。

5 (5) 中１ ○ ○ ○ 55.7% 4.5% 58.5% 4.0% 分配法則を使い，同類項をまとめる
ことができるか。

6 2 中１ ○ ○ ○ 60.0% 0.5% 60.5% 0.4% 自然数の意味を理解しているか。
（H28の追跡調査）

7 (1) 中１ ○ ○ ○ 71.8% 3.3% 75.0% 2.9% 正・負の符号を使って表された数の
意味を読み取ることができるか。

8 (2) 中１ ○ ○ ○ 71.7% 3.5% 73.5% 3.1%
正・負の数の差を求める場合には，
絶対値を用いて考えればよいことを
理解しているか。

9 1 中１ ○ ○ ○ 84.5% 3.5% 85.9% 3.0% 文字式に数を代入し，式の値を求め
ることができるか。

10 2 中１ ○ ○ ○ 65.9% 5.5% 69.5% 4.3% 文字式の意味を読み取り，言葉で表
すことができるか。

11 3 中１ ○ ○ ○ 64.5% 1.4% 66.5% 1.5%
方程式の解の意味を理解している
か。
（H28の追跡調査）

12 4 中１ ○ ○ ○ 61.3% 5.7% 63.5% 4.5%
具体的な事象から数量関係をとら
え，不等式で表すことができるか。
（H28の追跡調査）

13 5 小６ ○ ○ ○ 59.1% 1.5% 60.2% 1.4%
与えられた表の数値から，数量の関
係が反比例の関係であることを見い
だすことができるか。

14 (1) 小６ ○ ○ ○ 47.9% 20.1% 52.2% 19.5% 与えられた資料を整理し，表を完成
させることができるか。

15 (2) 小６ ○ ○ ○ 43.7% 18.5% 47.0% 18.7%
与えられた範囲の，全体に対する割
合を求めることができるか。（H28の
追跡調査）

16 1 小４ ○ ○ ○ 90.7% 0.8% 91.5% 0.6% 立体の展開図を組み立てたときの辺
や点の重なりを理解しているか。

17 2 小４ ○ ○ ○ 42.9% 1.7% 45.5% 1.5%
立体の展開図を組み立てたときの辺
と垂直な辺の位置関係を理解してい
るか。（H27の追跡調査）

18 3 小６ ○ ○ ○ 59.6% 4.4% 63.5% 3.5% 立体の体積の求め方を理解している
か。

19 1 中１ ○ ○ ○ 93.9% 1.0% 94.6% 1.0%
方眼を用いて平行移動した図形をか
くことができるか。（H28の追跡調
査）

20 2 中１ ○ ○ ○ 63.6% 1.8% 65.6% 1.8%
基本的な作図が図形の対称性を基に
行われていることを理解している
か。

21 1 中１ 思・表１ ○ ○ 84.6% 1.1% 85.9% 0.9% 色紙(六角形)の並べ方の規則を理解
することができるか。

22 2 中１ 思・表２ ○ ○ 56.7% 2.7% 58.9% 2.4%
色紙(六角形)の並べ方の規則に気付
き，個数を求める式を文字を用いて
表すことができるか。

23 3 中１ 思・表３ ○ ○ 29.8% 22.7% 32.3% 21.6%

条件を変えた色紙(六角形)の並べ方
の規則に気付き，個数を求める式を
文字を用いて説明することができる
か。

24 1 小６ 思・表１ ○ ○ 76.5% 7.0% 77.2% 6.9%
一つの点からの距離が等しい点の集
合が円になることを理解し，条件に
合わせて半円を作図することができ
るか。

25 2 小６ 思・表２ ○ ○ 39.2% 10.3% 42.8% 9.6% 与えられた条件をもとに，おうぎ形
の面積を求めることができるか。

26 3 中１ 思・表３ ○ ○ 49.5% 4.2% 52.6% 3.9% 与えられた条件を基に，正しい点の
軌跡を選択することができるか。

27 1 小６ 思・表１ ○ ○ 46.6% 10.7% 50.1% 9.7%
資料から単位量をもとに関係を読み
とり，比例の性質を利用して問題を
解決することができるか。

28 2 小６ 思・表３ ○ ○ 21.6% 11.7% 23.5% 10.0% 問題から数量関係を捉え，課題を解
決することができるか。

問 題 数 20 8 15 8 3 2 9 14 5

出題割合 71.4% 28.6% 53.6% 28.6% 10.7% 7.1% 32.1% 50.0% 17.9%

67.7% 50.6% 5.5% 69.5% 52.9% 5.1%

校内通過率

計

7

5

設問

62.8%

1

通過率

6

市平均通過率

64.8%

県平均通過率

2

4

観 点 別

1

3

3

(5)  中学校第１学年

出題の意図

内容領域別問題内容別

出題
学年

6
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イ 特に課題のあった設問
(ｱ) 大問２の６ 小学校６学年「比とその応用」 【基礎・基本】

(1) 平均通過率
市 県 差

５２.２％ ４７.９％ 4.3
(2) 平均通過率

市 県 差
４７.０％ ４３.７％ 3.3

(1) 無解答率
市 県 差

１９.５％ ２０.１％ -0.6
(2) 無解答率

市 県 差
１８.７％ １８.５％ 0.2

指導のポイント

小学校第６学年で学習する内容である。比を活用して表を完成させたり、全体に対する割合
を求めたりすることに課題があり、無解答率も高い。割合の関係については、具体的な数値や

図、表を用いるなどして丁寧に繰り返し指導を行うことが重要である。

(ｲ) 大問５ 第１学年「文字式」
※問題文 一部省略 【思考・表現２】

２ 平均通過率
市 県 差

５８.９％ ５６.７％ 2.2
２ 無解答率

市 県 差
２.４％ ２.７％ -0.3
【思考・表現３】

３ 平均通過率
市 県 差

３２.３％ ２９.８％ 2.5

３ 無解答率
市 県 差

２１.６％ ２２.７％ -1.1

指導のポイント

文字を用いた式や言葉を使っ

て自分の考え方を数学的に説明

する問題に課題が見られ、無解

答率も高くなっている。さらに、

他の考えを理解し、それを活用

して自分の考えを作り上げてい

くことに関しても課題が見られ

る。言葉や表、グラフ、式等を

用いて自分の考えを記述させた

り、説明させたりする活動を繰

り返し行うことが大切である。

また、文字を用いることのよさ

を実感させ、その必要性や意味

を理解できるようにすることも

大切である。
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　ア　各設問の分類と平均通過率 ※平均通過率が40％を下回った設問と、無解答率が10％を上回った設問に着色している。

大
問

中
問

小
問

基礎
・

基本

思考
・
表現

数
と
式

図
形

関
数

資
料
の
活
用

数学的
な

見方や
考え方

技
能

知
識
・
理
解

基礎
・
基本

思考
・

表現
無解答率

基礎
・
基本

思考
・

表現
無解答率

基礎
・

基本

思考
・

表現
無解答率

1 (1) 中１ ○ ○ ○ 73.8% 0.9% 75.4% 0.8% 乗除優先の規則，正負の数の加減が
計算できるか。

2 (2) 中２ ○ ○ ○ 72.1% 1.5% 72.5% 1.3%
多項式と多項式の減法，簡単な整式
の減法ができるか。

3 (3) 中２ ○ ○ ○ 81.9% 0.9% 79.8% 1.0% 負の符号がついた単項式の累乗の計
算ができるか。

4 (4) 中２ ○ ○ ○ 54.2% 5.5% 53.4% 6.1% 単項式どうしの乗除の混じった計算
ができるか。

5 (5) 中２ ○ ○ ○ 70.1% 5.5% 68.4% 5.8%
分数が含まれた多項式の加法の計算
ができるか。

6 2 　 中２ ○ ○ ○ 62.0% 5.7% 63.0% 5.2% 文字に数を代入し，式の値を求める
ことができるか。

7 3 中２ ○ ○ ○ 58.7% 13.5% 58.6% 13.8%
等式の性質を用いて目的にあうよう
に変形できるか。（H29全国学力･学
習状況調査の追跡問題）

8 1 中２ ○ ○ ○ 73.3% 9.6% 75.5% 8.5%
小数を含む連立方程式を解くことが
できるか。

9 (1) 中２ ○ ○ ○ 67.9% 12.2% 69.9% 11.5%
数量の関係を的確にとらえ，xとyを
用いて２元１次方程式を立式できる
か。

10 (2) 中２ ○ ○ ○ 52.4% 12.3% 56.7% 10.5% 立式された連立方程式のxが何を表
すのか，考えることができるか。

11 1 中１ ○ ○ ○ 69.4% 11.2% 67.5% 12.5% 辺上にない点から垂線の作図ができ
るか。

12 (1) 中２ ○ ○ ○ 87.6% 1.6% 87.8% 1.6% 平行線の性質を用いて角度を求める
ことができるか。

13 (2) 中２ ○ ○ ○ 73.8% 6.4% 74.0% 6.5%
多角形の内角の和の公式を使い，正
多角形の１つの角の大きさを求める
ことができるか。

14 3 中２ ○ ○ ○ 58.6% 1.2% 62.5% 0.9%
三角形が合同であることを合同条件
をもとに判断し，記号≡を使って対
応する順に表すことができるか。

15 4 中１ ○ ○ ○ 58.3% 0.9% 63.6% 0.9% 見取図から投影図を考察することが
できるか。

16 1 中１ ○ ○ ○ 54.7% 1.1% 56.9% 0.8%
２つの数量の関係について，変化や
対応の様子,式の形から反比例の関係
を判断できるか。

17 2 中１ ○ ○ ○ 66.1% 1.3% 64.7% 1.3% 比例のグラフの特徴を理解している
か。（H28の追跡問題）

18 1 中２ 思・表３ ○ ○ 42.2% 10.6% 45.1% 10.3% 文字式を使って，数の性質を説明す
ることができるか。

19 2 中２ 思・表１ ○ ○ 60.7% 7.7% 63.8% 7.1%
与えられた条件をもとに，具体的な
数をあげ，その性質を見出すことが
できるか。

20 3 中２ 思・表２ ○ ○ 18.4% 48.7% 21.4% 45.2% 文字式を使って数の性質を説明する
ことができるか。

21 1 中１ 思・表１ ○ ○ 59.0% 2.8% 61.6% 2.4% 与えられた資料の代表値を適切に求
めることができるか。

22 (1) 中１ 思・表３ ○ ○ 54.5% 24.4% 55.9% 23.8% 資料の比較をするために，必要な相
対度数を求めることができるか。

23 (2) 中１ 思・表３ ○ ○ 24.3% 37.7% 22.9% 36.9%
度数折れ線の特徴を比較して，説明
することができるか。（H29全国学
力･学習状況調査の追跡問題）

24 1 中１ 思・表１ ○ ○ 76.1% 8.3% 76.7% 7.6% 必要な情報を読み取り，数量関係を
比較することができるか。

25 2 中１ 思・表３ ○ ○ 38.4% 8.9% 39.8% 7.4%
表から数量関係を読み取り，それぞ
れの費用を求め，比較することがで
きるか。

26 3 　 中１ 思・表３ ○ ○ 25.2% 31.3% 26.5% 28.0%
数量関係をグラフに表し，２つのグ
ラフの関係を読み取ることができる
か。

問 題 数 17 9 13 5 5 3 7 15 4

出題割合 65.4% 34.6% 50.0% 19.2% 19.2% 11.6% 26.9% 57.7% 15.4%

66.8% 44.3% 10.4% 67.7% 46.0% 9.9%

8

計

通過率

59.0% 60.2%

3 2

5

6

7

2

1

1

2

2

観 点 別

(6)　中学校第２学年

設問

出題
学年

問題内容別 内容領域別 県通過率 校内通過率市平均通過率

出題の意図
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イ 特に課題のあった設問
(ｱ) 大問１の３ 第２学年「等式の変形」 【基礎・基本】

平均通過率
市 県 差

５８.６％ ５８.７％ -0.1
無解答率

市 県 差
１３.８％ １３.５％ 0.3

指導のポイント

「基礎・基本」に関する出題であるが、平均通過率が６割を切っており、無解答率も高い。

等式の性質を用いて目的に合うように変形することに課題がある。等式の性質を確実に指導し、

無目的に式の変形を行わせるのではなく、具体的な場面に即して目的に応じて式を変形すること

のよさを実感させる指導が重要である。

(ｲ) 大問６ 第２学年「式の利用」
【思考・表現３】

１ 平均通過率
市 県 差

４５.１％ ４２.２％ 2.9
１ 無解答率

市 県 差
１０.３％ １０.６％ -0.3
【思考・表現２】

３ 平均通過率

市 県 差

２１.４％ １８.４％ 3.0

３ 無解答率

市 県 差

４５.２％ ４８.７％ -3.5

指導のポイント

文字を用いた式で、数量及び

数量の関係を表したり、説明し

たりすることに課題が見られ

る。式や言葉を用いて説明する

問題は、特に無解答率が高い。

具体的な数で計算することか

ら成り立つ性質を生徒が見いだ

したり、見いだした性質につい

て文字を用いて表現する方法を

検討したりするなどの機会を繰

り返し設けることが大切であ

る。また、文字を用いた式を活

用することにより、数量や数量

の関係を簡単に表したり、能率

的に処理したり、その意味を読

み取ったりすることができるな

どのよさを実感させることも大

切である。
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市 県 県との差 市 県 県との差 市 県 県との差

小５ 66.3% 65.9% 0.4 72.7% 73.4% -0.7 68.8% 68.8% 0.0
中１ 61.8% 59.7% 2.1 49.9% 46.9% 3.0 57.5% 55.1% 2.4
中２ 57.1% 56.3% 0.8 27.2% 28.5% -1.3 46.3% 46.3% 0.0

４　理科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　　　　　　　　　　　　　　　　○分析　◆対策

学　　年
基礎・基本 全　体

　(1)　全体

思考・表現

○基礎･基本で70％を超えたのは、中１のみ  

○ 全体では、小５と中２が県と同じであり、中１は県を上回っている。 
○ 「基礎･基本」では、いずれの学年も県を上回っているが、中１と中２は６割に満たない状況 
 であり、課題が見られる。 
○ 「思考・表現」では、中１は県を３ポイント上回っているが、小５と中２は、県を下回ってお 
 り、課題が見られる。 
○ 学年が上がるにつれて平均通過率が下がっており、特に、「思考・表現」においては低下が著 
 しい。 
◆ 予想や仮説の設定、実験計画の立案、結果の整理・考察など、観察、実験前後の言語活動を重視  
 した指導を行う。 

【小学校第５学年】 

【中学校第１学年】 

【中学校第２学年】 
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　　 　ア　小学校第５学年

市 県

A　物質・エネルギー 68.5% 68.7% -0.2
B　生命・地球 69.2% 69.0% 0.2  

イ　中学校第１学年

市 県

エネルギー 43.4% 41.4% 2.0
粒子 69.2% 66.9% 2.3
生命 63.7% 62.1% 1.6
地球 53.8% 48.4% 5.4

ウ　中学校第２学年

市 県

エネルギー 36.6% 37.2% -0.6
粒子 47.8% 48.0% -0.2
生命 63.5% 62.6% 0.9
地球 35.7% 36.0% -0.3

　　 　ア　小学校５年生

市 県

科学的な思考・表現 72.7% 73.4% -0.7
観察・実験の技能 70.3% 69.2% 1.1  

知識・理解 64.6% 64.5% 0.1

　　 　イ　中学校１年生

市 県

科学的な思考・表現 48.8% 46.5% 2.3
観察・実験の技能 63.8% 62.0% 1.8  

知識・理解 60.4% 57.6% 2.8

　　 　ウ　中学校２年生

市 県

科学的な思考・表現 28.5% 29.9% -1.4
観察・実験の技能 57.9% 58.1% -0.2  

知識・理解 61.7% 60.0% 1.7

平均通過率
県との差

平均通過率
県との差

　(2)　内容・領域別平均通過率

　(3)　観点別平均通過率

平均通過率
県との差

県との差
平均通過率

平均通過率
県との差

平均通過率
県との差

 した指導を行う。 

48.4% 

62.1% 

66.9% 

41.4% 

53.8% 

63.7% 

69.2% 

43.4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地学 

生物 

化学 

物理 
市 県 

36.0% 

62.6% 

48.0% 

37.2% 

35.7% 

63.5% 

47.8% 

36.6% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地学 

生物 

化学 

物理 
市 県 

69.0% 

68.7% 

69.2% 

68.5% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

B 生命・地球 

A 物質・エネ

ルギー 
市 県 

64.5% 

69.2% 

73.4% 

64.6% 

70.3% 

72.7% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知識・理解 

観察・実験の技能 

科学的な思考・表現 

市 県 

57.6% 

62.0% 

46.5% 

60.4% 

63.8% 

48.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知識・理解 

観察・実験の技能 

科学的な思考・表現 
市 県 

60.0% 

58.1% 

29.9% 

61.7% 

57.9% 

28.5% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知識・理解 

観察・実験の技能 

科学的な思考・表現 
市 県 

○ 内容・領域別平均通過率では、小５の「物質・エネルギー」、中２の「エネルギー」、 
 「粒子」、「地球」において県を下回っている。 
○ 観点別平均通過率では、小５の「科学的な思考・表現」、中２の「観察・実験の技能」、 
 「科学的な思考・表現」が県を下回っている。 
○ 「科学的な思考・表現」は、中１、中２いずれも５割を下回っており、課題が見られる。 
◆ 観察、実験の技能の定着を図るとともに、図や表、説明文等を児童生徒に読み取らせ、理  
 解を確認すること、また根拠を明らかにしながら説明させる活動を重視した指導を行う。 
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　ア　各設問の分類と平均通過率 ※平均通過率が40％を下回った設問と、無解答率が10％を上回った設問に着色している。

大
問

中
問

小
問

基礎
・

基本

思考
・
表現

Ａ　物質・
エネルギー

Ｂ　生命・
地球

科学的な
思考・表

現

観察，
実験の
技能

知識・
理解

基礎・基本 思考・表現 無解答率 基礎・基本 思考・表現 無解答率 基礎・基本 思考・表現 無解答率

1 1 小３ ○ ○ ○ 61.0% 0.5% 60.9% 0.5% 方位磁針の仕組みやＮ極やＳ極を理
解しているか。

2 2 小３ ○ ○ ○ 57.2% 1.7% 56.5% 1.9%
実験の目的や方法を理解し，磁石の
性質を理解した上で，実験結果を考
えることができているか。

3 1 1 小４ ○ ○ ○ 75.0% 1.5% 74.9% 1.6% 回路のつなぎ方と名称を理解してい
るか。

4 1 小４ ○ ○ ○ 71.7% 0.3% 72.3% 0.3%

5 2 小４ ○ ○ ○ 39.6% 0.3% 39.8% 0.3%

6 1 小５ ○ ○ ○ 69.4% 0.1% 69.7% 0.1% 顕微鏡の正しい操作手順を身に付け
ているか。

7 2 小５ ○ ○ ○ 77.6% 1.8% 78.6% 2.1%
顕微鏡で見るためのスライドガラス
などでつくる標本を，プレパラート
と理解しているか。

8 3 小５ ○ ○ ○ 77.5% 0.2% 79.4% 0.2%
顕微鏡の操作で，物の見え方を変え
る際のプレパラートの動かし方を身
に付けているか。

9 4 1 小５ 思・表１ ○ ○ 78.3% 2.3% 77.3% 2.8%
発芽前後の子葉の変化から，肥料が
なくても発芽する理由を考えること
ができるか。

10 1 小４ ○ ○ ○ 62.8% 0.2% 64.6% 0.3% 熱源の位置を変えたときの水の温ま
り方について理解しているか。

11 2 小４ ○ ○ ○ 83.9% 0.1% 84.4% 0.2% あたためられた水の動きについて理
解できているか。

12 1 小４ ○ ○ ○ 56.9% 0.5% 56.8% 0.6%
水を冷やした際に，温度によってど
のようにすがたを変えるかについて
理解できているか。

13 2 小４ 思・表２ ○ ○ 69.9% 2.0% 68.8% 2.5%
水を冷やした際に，温度によってど
のようにすがたを変えるかについて
理解できているか。

14 1 1 小５ ○ ○ ○ 87.3% 0.2% 87.5% 0.3% メスシリンダーの目盛りの読み方に
ついて理解できているか。

15 2 2 小５ 思・表３ ○ ○ 82.3% 0.1% 83.7% 0.2%

水溶液では，溶けた物が見えなくな
るほど小さくなって，液全体に広
がっていることを理解できている
か。

16 1 小５ 思・表１ ○ ○ 84.1% 1.3% 81.8% 1.6%

17 2 小５ 思・表１ ○ ○ 81.9% 1.3% 79.0% 1.7%

18 4 1 小５ 思・表２ ○ ○ 48.4% 3.0% 48.5% 3.4%

グラフで示された結果から，食塩と
ミョウバンの温度によるとける量の
違いを生かして確かめる方法を考え
ることができるか。

19 1 小４ ○ ○ ○ 42.6% 2.8% 44.7% 3.5% 星座早見の使い方を理解している
か。

20 2 小４ 思・表１ ○ ○ 59.5% 0.2% 59.6% 0.3% 夏の大三角の動きを理解している
か。

21 3 小５ 思・表１ ○ ○ 73.3% 1.2% 72.5% 1.5%
会話文から，その日の気象衛星の雲
写真の様子を考えることができる
か。

22 4 小４ ○ ○ ○ 59.6% 0.7% 57.7% 0.8%
南に見える星の動きを理解している
か。

23 5 小４ 思・表１ ○ ○ 83.0% 0.6% 83.4% 0.6%
日没後の南の空に見えた半月が，２
時間後にどのように動くのかを理解
しているか。

問 題 数 14 9 14 9 9 4 10

出題割合 60.9% 39.1% 60.9% 39.1% 39.1% 17.4% 43.5%

65.9% 73.4% 1.0% 66.3% 72.7% 1.2%

通過率

計

8

6

3

出題
学年

内容領域別問題内容別 市平均通過率

68.8%

県平均通過率

68.8%

(4)  小学校第５学年

乾電池のつなぎ方による電流の強さ
の違いを理解しているか。

出題の意図

校内通過率

グラフで示された結果から，水の温
度ととける量とを関係付けて，食塩
とミョウバンのとけ方のちがいにつ
いて説明できるか。

観 点 別設問

1

2

7

5

3

2
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イ 特に課題のあった設問
(ｱ) 大問２ 第４学年「電流の性質」 【基礎・基本】

平均通過率
市 県 差

３９.８％ ３９.６％ 0.2

指導のポイント

図1の直列つなぎの場合（市

平均通過率７１.７％）に比

べ、非常に低く、児童は並列

つなぎが苦手であることが明

らかである。

児童は、つなぎ方が容易で、

モーターの回転も速くなる直

列つなぎに興味をもちやすい

が、並列つなぎを用いた回路

作りにも繰り返し取り組ま

せ、つなぎ方と電流の向きや

大きさとを関係付けながら理

解させる必要がある。そのた

めには、電子オルゴールも活

用すると電流の向きや大きさ

を意識しやすくなる。

(ｲ) 大問６ 第４学年「水の状態変化」
(1) 【基礎・基本】

平均通過率
市 県 差

５６.８％ ５６.９％ -0.1
(2) 【思考・表現２】

平均通過率
市 県 差

６８.８％ ６９.９％ -1.1
無解答率

市 県 差

２.５％ ２.０％ 0.5

指導のポイント

これまでも出題されてお

り、引き続き課題である。特

に、(2)は無解答率が高い。

(1)の実験では、児童は温

度推移ばかりに着目しがちで

あるため、水の状態変化を温

度変化と関係付けながら注意

深く観察させ、記録させると

ともに、デジタルコンテンツ

等を用いて確認させる必要が

ある。また、(2)のように生

活場面に適用して説明する言

語活動を単元終末に位置付

け、理解の確認、深化を図る

ことが重要である。
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　ア　各設問の分類と平均通過率 ※平均通過率が40％を下回った設問と、無解答率が10％を上回った設問に着色している。

大
問

中
問

小
問

基礎
・

基本

思考
・

表現

エネ
ル

ギー
粒子 生命 地球

科学的な
思考・表

現

観察，
実験の
技能

知識・
理解

基礎・基本 思考・表現 無解答率 基礎・基本 思考・表現 無解答率 基礎・基本 思考・表現 無解答率

1 1 小５ ○ ○ ○ 61.1% 0.2% 64.1% 0.2%
顕微鏡の基本的な操作を身に付けて
いるか。（類似問題：小５　大問
３）

2 2 中１ ○ ○ ○ 56.8% 1.6% 56.9% 1.4% 植物の葉の基本的なつくりを理解し
ているか

3 1 中１ ○ ○ ○ 38.1% 0.2% 37.1% 0.2% 裸子植物であるマツの花の基本的な
つくりを理解しているか。

4 2 中１ ○ ○ ○ 71.6% 0.3% 73.9% 0.2%
被子植物の花と，成長したときにで
きる果実との関係を理解している
か。

5 3 中１ ○ ○ ○ 74.0% 4.2% 76.4% 3.4% 裸子植物と被子植物のちがいを，正
しく説明できるか。

6 1 中１ ○ ○ ○ 85.3% 2.1% 86.3% 1.9% 蒸散という語句を，知識として身に
付けてしているか。

7 2 中１
思・
表１

○ ○ 53.9% 1.3% 57.8% 1.4%
実験結果から，葉の各部分からの水
の排出量を計算により求めることが
できるか。

8 3 中１
思・
表１

○ ○ 55.7% 6.9% 57.2% 5.9%

実験の条件と照らし合わせて，結果
を適切にとらえ，蒸散がどこで行わ
れているのかを適切な言葉で表現で
きるか。

9 1 中１ ○ ○ ○ 92.1% 0.4% 92.6% 0.3% ろ過を正しく行うことができるか。

10 2 中１
思・
表３

○ ○ 78.7% 0.4% 80.3% 0.4% 物質が水に溶けている状態を，モデ
ルで表現できるか。

11 3 中１
思・
表１

○ ○ 50.3% 3.1% 52.7% 2.6%
溶解度曲線を読み取り,水溶液から結
晶が出てくる温度を求めることがで
きるか。

12 Ⅱ 中１ ○ ○ ○ 54.7% 14.4% 56.7% 14.4% 質量パーセント濃度の求め方を理解
しているか。

13 1 中１ ○ ○ ○ 60.7% 2.3% 64.5% 2.1% メスシリンダーを読み取り,物質の体
積を求めることができるか。

14 2 中１
思・
表１

○ ○ 65.2% 5.3% 68.5% 4.7%
金属の密度を求め，物質の種類に
よって密度は決まっていることを理
解できているか。

15 1 小６ ○ ○ ○ 47.3% 10.1% 52.3% 9.0% 地震が起きて，大地にできたずれを
説明できるか。

16 2 小６ ○ ○ ○ 48.0% 2.2% 49.7% 1.9%
身近な桜島の噴火活動と関連付け，
火山から噴出されるものを理解でき
ているか。

17 3 小６
思・
表２

○ ○ 50.1% 16.6% 59.2% 13.6%
火山活動がもたらすうるおいを，日
常生活と照らし合わせて説明できる
か。

18 1 中１ ○ ○ ○ 32.9% 4.2% 35.9% 3.5%

音を出している物体は振動している
とと，大気中で音を伝えている物質
は空気であることを理解している
か。

19 2 中１ ○ ○ ○ 61.3% 1.3% 62.2% 1.2%
グラフから音が低くなったことを読
みとることと，低くなった周波数を
考えることができるか。

20 3 中１ ○ ○ ○ 59.8% 1.2% 61.0% 1.1%
モノコードを使って音を出すとき，
音を低くする方法を理解している
か。

21 1 中１ ○ ○ ○ 41.0% 3.5% 43.4% 2.9%
光が半円形レンズに入るとき，境界
面で屈折することを理解し，作図で
きるか。

22 2 中１ ○ ○ ○ 69.8% 4.2% 73.1% 3.3%
光が境界面に対し斜めに入射すると
き，進行方向が変わる事象を屈折と
いうことを理解しているか。

23 3 中１
思・
表２

○ ○ 27.0% 2.0% 29.8% 1.7%
光の屈折の規則性をもとに，入射光
と屈折光の関係から，使用した物体
を考えることができるか。

24 4 中１
思・
表２

○ ○ 24.1% 2.1% 24.5% 1.8%
凸レンズの焦点の位置に光源を置い
たときの光の進み方を理解している
か。

25 5 中１
思・
表２

○ ○ 16.6% 11.2% 19.4% 9.8%
光源からの光の量が減ったときの像
の変化を考え，説明することができ
るか。

問 題 数 16 9 8 6 8 3 8 6 11

出題割合 64.0% 36.0% 32.0% 24.0% 32.0% 12.0% 32.0% 24.0% 44.0%

59.7% 46.9% 4.1% 61.8% 49.9% 3.6%

出題
学年

Ⅰ

57.5%

県平均通過率

出題の意図

市平均通過率内容領域別問題内容別 校内通過率

5

2

設問

1

3

4

(5)  中学校第１学年

6

7

8

55.1%

計

通過率

観 点 別
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イ 特に課題のあった設問
(ｱ) 大問３ 第１学年「植物」 【思考・表現１】
※ 問題文 一部省略 (2) 平均通過率

市 県 差
５７.８％ ５３.９％ 3.9

(3) 平均通過率
市 県 差

５７.２％ ５５.７％ 1.5

指導のポイント

平均通過率が県を上回って

はいるが、６割と低い。(2)

は、実験の条件と結果を踏ま

えて、排出量を算出すること

が必要である。また、（3）

では結果から適切に考察する

力が求められている。何を確

かめるためにどのような実験

をどのような条件で行うべき

か、そして、どのような結果

が得られればよいのかといっ

た見通しを明確にした課題解

決を重視する必要がある。

(ｲ) 大問８ 第１学年「光の屈折」
※ 問題文 一部省略 【思考・表現２】

(3) 平均通過率
市 県 差

２９.８％ ２７.０％ 2.8
(4) 平均通過率

市 県 差
２４.５％ ２４.１％ 0.4

(5) 平均通過率

市 県 差

１９.４％ １６.６％ 2.8

指導のポイント

光の進む方向やできる像な

どを思考して判断する活用に

関する問題が４ページにわた

り出題された。会話文や図表

から情報を適切に読み取り、

作図しながら思考する力等が

求められている。

日々の授業においても目的

意識をもって観察、実験を行

い規則性を見いだすととも

に、規則性を活用して問題を

解決する場面を設定する必要

がある。その際は、思考過程

が分かるように記述し、説明

し合う活動等を設定すること

が大切である。
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　ア　各設問の分類と平均通過率 ※平均通過率が40％を下回った設問と、無解答率が10％を上回った設問に着色している。

大
問

中
問

小
問

基礎
・

基本

思考
・

表現

エ
ネ
ル
ギ
ー

粒
子

生
命

地
球

科学的な
思考・表

現

観察，
実験

の技能

知識
・

理解

基礎
・

基本

思考
・

表現
無解答率

基礎
・

基本

思考
・

表現
無解答率

基礎
・

基本

思考
・

表現
無解答率

1 1 中２ ○ ○ ○ 93.2% 0.9% 93.4% 1.0% 無セキツイ動物の特徴を理解している
か。

2 2 中２ ○ ○ ○ 53.8% 0.4% 55.1% 0.4% セキツイ動物の分類から特徴を導き出
すことができるか。

3 3 中２ ○ ○ ○ 83.6% 0.5% 83.5% 0.4% カスミサンショウウオの特徴から，分類
することができるか。

4 1 中２ ○ ○ ○ 60.2% 0.7% 61.1% 0.8% 消化，吸収に関わる消化酵素と器官を
正しく理解しているか。

5 2 中２ ○ ○ ○ 54.3% 2.3% 56.0% 2.0%
血液の流れを理解し，酸素を多く含む
血液が流れているところを正しく理解し
ているか。

6 3 中２ ○ ○ ○ 30.3% 13.7% 32.2% 13.3%

「細胞による呼吸」では，酸素を使って
養分から生きるために必要なエネル
ギーをとり出していることを理解してい
るか。

7 1 中１ ○ ○ ○ 61.5% 4.6% 60.9% 5.2% 物体にはたらく重力を，力の矢印を使っ
て図示することができるか。

8 2 中１ ○ ○ ○ 12.9% 2.5% 12.2% 2.1% 物体がおよぼす重力や圧力を求めるこ
とができるか。

9 1 中２ ○ ○ ○ 81.3% 0.8% 81.9% 0.8% 分解の意味を理解しているか。

10 2 中２ ○ ○ ○ 49.9% 13.0% 52.4% 13.4% 水溶液の濃度の求め方を理解している
か。「重点課題」とした問題から出題。

11 A 中２ 思・表３ ○ ○ 50.7% 7.9% 49.5% 8.1%
分子を理解し，水の電気分解の化学変
化をモデル図で表すことができるか。
「重点課題」とした問題から出題。

12 B 中２ 思・表３ ○ ○ 30.5% 8.2% 29.0% 8.6%
分子を理解し，水の電気分解の化学変
化をモデル図で表すことができるか。
「重点課題」とした問題から出題。

13 1 中１ ○ ○ ○ 53.4% 0.9% 54.1% 0.8% 酸化マグネシウムを化学式で表すこと
ができるか。

14 2 中２ ○ ○ ○ 37.2% 10.9% 35.1% 10.4% ガスバーナーの基本的な操作方法を理
解しているか。

15 3 中２ ○ ○ ○ 58.2% 8.5% 57.5% 8.3% データをもとに正しいグラフのかき方を
理解しているか。

16 4 中２ 思・表１ ○ ○ 22.6% 13.9% 23.1% 13.1%
考察したマグネシウムと化合する酸素
の質量比から，酸化銅の値を求められ
るか。

17 1 中１ ○ ○ ○ 69.6% 12.1% 74.4% 10.3% 初期微動継続時間を理解しているか。

18 2 中１ 思・表１ ○ ○ 39.9% 4.4% 38.3% 4.7%
地震の到達時間のデータから震央を類
推し，図を使って表現することができる
か。

19 3 中１ ○ ○ ○ 44.5% 1.4% 47.3% 1.2% 緊急地震速報について正確に理解でき
ているか。

20 4 中１ 思・表１ ○ ○ 22.6% 6.7% 23.3% 7.1% 緊急地震速報の仕組みを理解している
か。

21 1 中２ 思・表２ ○ ○ 　 9.3% 20.7% 8.0% 21.2%
海面からの水蒸気が絶たれることで，
台風の勢力が衰えていくことを資料３か
ら読み取り，説明できるか。

22 2 中２ 思・表３ ○ ○ 12.9% 29.9% 12.1% 30.3%
台風の進路の右側では，左側より風が
強くなる理由を，台風の進路と低気圧
の性質を関連させて説明できるか。

23 3 中２ ○ ○ ○ 　 56.4% 4.9% 56.4% 4.7%
複数の天気図から，天気の移り変わり
を類推できるか。

24  1 中２ 思・表１ ○ ○ 26.2% 4.5% 26.1% 4.4%
露点の違いから水蒸気の量を比較する
ことができるか。

25 2 中２ 思・表１ ○ ○ 41.2% 10.4% 35.4% 10.3% 会話文と表から，洗濯物が乾きやすい
条件を考察することができるか。

問 題 数 16 9 2 8 6 9 11 5 9

出題割合 64.0% 36.0% 8.0% 32.0% 24.0% 36.0% 44.0% 20.0% 36.0%

56.3% 28.5% 7.3% 57.1% 27.2% 7.3%

(6)　中学校第２学年

設問

出題
学年

問題内容別 内容領域別 観 点 別

1

2

3

4

3

県平均通過率

通過率

46.3% 46.3%

5

6

7

8

計

校内通過率市平均通過率

出題の意図
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イ 特に課題のあった設問
(ｱ) 大問７ 第２学年「気象」 【思考・表現２】
※ 問題文 一部省略 (1) 平均通過率

市 県 差
８.０％ ９.３％ 1.3

(1) 無解答率
市 県 差

２１.２％ ２０.７％ 0.5
【思考・表現３】

(2) 平均通過率
市 県 差

１２.１％ １２.９％ -0.8
(2) 無解答率

市 県 差
３０.３％ ２９.９％ 0.4

指導のポイント

平均通過率が県・市ととも

に非常に低く、また無解答率

が非常に高い。

授業においては、温帯低気

圧と熱帯低気圧の違いを問う

などして言葉の定義を大切に

した指導を行いたい。その際、

教師の解説のみで進めるので
はなく教科書等の資料から生
徒自身に読み取らせること、
また、読み取ったことを説明
（書く、話すのどちらも重視）
させたり、「よく分からない
ところはどこか」を尋ね、意
見交換や解説を行ったりする
ことを大切にしたい。
また、台風が鹿児島周辺を

通過する際の進路と被害状況
などを取り上げ、理由を説明
させるなど日常生活と関連付
けた指導を行う必要がある。

(ｲ) 大問８ 第２学年「湿度」
※ 問題文 一部省略 【思考・表現１】

(1) 平均通過率
市 県 差

２６.１％ ２６.２％ -0.1
(2) 平均通過率

市 県 差
３５.４％ ４１.２％ -5.8

指導のポイント

会話文と表から「露点」等

の用語の定義を捉え、思考す

ることが必要である。授業で

も教師の説明のみでなく、生

徒に説明を読み取らせ、「ど

こが分からないか」問いなが

ら定義を理解させたい。
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市 県 県との差 市 県 県との差 市 県 県との差

中１ 71.8% 68.4% 3.4 60.1% 55.9% 4.2 67.0% 63.3% 3.7

中２ 67.6% 64.4% 3.2 55.3% 52.6% 2.7 62.8% 59.8% 3.0

４　英語　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　　　　　　　　　　　　　　　　○分析　◆対策

学　　年
基礎・基本 全　体

　(1)　全体

思考・表現

○基礎･基本で70％を超えたのは、中１のみ  

○ 全体では、中１、中２とも、県を上回っている。 
○ 「基礎･基本」では、いずれの学年も県を上回っているが、中２が中１を下回っており、課題が 
 見られる。 
○ 「思考・表現」では、いずれの学年も県を上回っているが、中２は６割に満たない状況であり、 
 課題が見られる。 
○ 学年が上がるにつれて平均通過率が下がっており、特に、中２の「思考・表現」においては５問 
 以下の正答数である生徒の数が中１より多く、課題が見られる。 
◆ 学習した語や表現を実際に活用し、繰り返し話したり書いたりする活動や、英文の読解において 
 は、読解する時間を十分に確保し、読み取った内容を表現させるなどの活動を重視する。 

【中学校第１学年】 

【中学校第２学年】 
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ア　中学校第１学年

市 県

聞くこと 81.1% 77.7% 3.4
話すこと 72.6% 66.7% 5.9
読むこと 67.9% 63.5% 4.4
書くこと 54.6% 51.1% 3.5

イ　中学校第２学年

市 県

聞くこと 71.0% 68.0% 3.0
話すこと 55.9% 52.4% 3.5
読むこと 68.3% 65.0% 3.3
書くこと 52.6% 49.6% 3.0

　　 　イ　中学校第１学年

市 県

外国語表現の能力 62.3% 58.4% 3.9
外国語理解の能力 74.5% 70.6% 3.9  

言語文化知識理解 58.7% 55.0% 3.7

　　 　ウ　中学校第２学年

市 県

外国語表現の能力 56.6% 53.5% 3.1
外国語理解の能力 69.4% 66.2% 3.2  

言語文化知識理解 52.0% 49.0% 3.0

平均通過率
県との差

　(2)　内容・領域別平均通過率

　(3)　観点別平均通過率

平均通過率
県との差

県との差
平均通過率

平均通過率
県との差

51.1% 

63.5% 

66.7% 

77.7% 

54.6% 

67.9% 

72.6% 

81.1% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

書くこと 

読むこと 

話すこと 

聞くこと 

市 県 

49.6% 

65.0% 

52.4% 

68.0% 

52.6% 

68.3% 

55.9% 

71.0% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

書くこと 

読むこと 

話すこと 

聞くこと 
市 県 

55.0% 

70.6% 

58.4% 

58.7% 

74.5% 

62.3% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言語文化知識

理解 

外国語理解の

能力 

外国語表現の

能力 市 県 

49.0% 

66.2% 

53.5% 

52.0% 

69.4% 

56.6% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言語文化知識

理解 

外国語理解の

能力 

外国語表現の

能力 
市 県 

○ 内容・領域別平均通過率では、すべての内容・領域において県を上回っているが、中１に 
 おいては「書くこと」が、中２においては「話すこと」と「書くこと」が６割を下回ってお 
 り、課題が見られる。 
○ 観点別平均通過率でも、すべての観点において県を上回っているが、中１においては「言 
 語文化知識理解」が、中２においては「外国語表現の能力」と「言語文化知識能力」が６割 
 を下回っており、課題が見られる。 
◆ 読む活動においては、話の概要や展開等に加えて、話の背景にある文化などについての関  
 心を高める時間を取り入れ、理解を深めた内容を英語で伝え合ったり、英文でリプロデュー 
 スする活動を充実させる。 
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　ア　各設問の分類と平均通過率 ※平均通過率が40％を下回った設問と、無解答率が10％を上回った設問に着色している。

大
問

中
問

小
問

基礎
・

基本

思考
・

表現

聞く
こと

話す
こと

読む
こと

書く
こと 表現 理解

言語や文
化につい
ての知
識・理解

基礎・基本 思考・表現 無解答率 基礎・基本 思考・表現 無解答率 基礎・基本 思考・表現 無解答率

1 (1) 中１ ○ ○ ○ 97.6% 0.1% 97.5% 0.1% 英語を聞いて絵の人物がするスポーツを聞き
取ることができるか。

2 (2) 中１ ○ ○ ○ 91.6% 0.1% 92.3% 0.1% 英語を聞いて時計の表している時刻を聞き取
ることができるか。

3 (3) 中１ ○ ○ ○ 90.9% 0.1% 92.0% 0.1% 英語を聞いて放課後の予定(すること・曜日)を
聞き取ることができるか。

4 (1) 中１ ○ ○ ○ ○ ○ 91.5% 0.1% 92.6% 0.1% be動詞の疑問文に対して適切に答えることが
できるか。

5 (2) 中１ ○ ○ ○ ○ ○ 81.5% 0.2% 88.0% 0.2% 日付を問う英語の問いに答えることができる
か。

6 (3) 中１ ○ ○ ○ ○ ○ 77.4% 0.3% 79.5% 0.3% 疑問詞whereを使った場所を問う質問に対し
て適切に答えることができるか。

7 (4) 中１ ○ ○ ○ ○ ○ 49.6% 0.3% 60.2% 0.4% 相手の話から指示代名詞itの示すものを理解して質
問に適切に答えることができるか。

8 3 中１ ○ ○ ○ ○ ○ 56.6% 0.1% 60.7% 0.1% コミュニケーション場面から考えられる質問を
選択することができるか。

9 (1) 中１ 思・表１ ○ ○ ○ ○ 82.3% 0.1% 84.6% 0.1% 対話文を聞き取り質問に適切に答えることが
できるか。

10 (2) 中１ 思・表１ ○ ○ ○ ○ 57.4% 0.1% 63.3% 0.1% 対話文を聞き取り質問に適切に答えることが
できるか。

11 (1) 中１ ○ ○ ○ 86.5% 0.2% 88.1% 0.2% 英文の概要を把握して適切なタイトルを答え
ることができるか。

12 (2) 中１ ○ ○ ○ 76.0% 0.4% 79.9% 0.4% 対話文から曜日と教科を関連させて正確な時
間割表を答えることができるか。

13 (3) 中１ ○ ○ ○ 32.6% 0.5% 37.8% 0.7% まとまりのある文を読んで，副詞(there)の表す内容
を適切に答えることができるか。

14 (1) 中１ ○ ○ ○ 67.0% 0.2% 71.7% 0.2% 文と文の関連に注意して,対話の流れから適
切な英文を選択することができるか。

15 (2) 中１ ○ ○ ○ 72.2% 0.2% 76.3% 0.2% 文と文の関連に注意して,対話の流れから適
切な英文を選択することができるか。

16 (3) 中１ ○ ○ ○ 34.5% 0.5% 40.3% 0.4% 文と文の関連に注意して,対話の流れから適
切な英文を選択することができるか。

17 (1) 中１ ○ ○ ○ ○ 70.3% 0.3% 76.2% 0.3% 対話文を読んで代名詞の表す内容を適切に
答えることができるか。

18 (2) 中１ 思・表２ ○ ○ ○ 77.7% 0.3% 81.9% 0.3% 対話文の内容を正確に把握し,対話の流れに
合う文を適切に補うことができるか。

19 (1) 中１ 思・表２ ○ ○ ○ 43.9% 0.5% 46.6% 0.4% まとまりのある英文を読んで,その内容に対する英語
の質問に適切に答えることができるか。

20 (2) 中１ 思・表２ ○ ○ ○ 74.6% 0.6% 80.2% 0.7% まとまりのある英文を読んで,その内容に対する英語
の質問に適切に答えることができるか。

21 (1) 中１ ○ ○ ○ ○ 90.0% 0.4% 91.7% 0.4% be動詞の疑問文の正しい語順を答えることが
できるか。

22 (2) 中１ ○ ○ ○ ○ 20.3% 0.5% 17.5% 0.5% SVCの英文の正しい語順を答えることができ
るか。

23 (3) 中１ ○ ○ ○ ○ 37.3% 0.6% 45.6% 0.6% 否定命令文の正しい語順を答えることができ
るか。

24 (4) 中１ ○ ○ ○ ○ 73.6% 0.6% 75.6% 0.6% How many〜?の疑問文の正しい語順を答える
ことができるか。

25 (1) 中１ ○ ○ ○ ○ ○
対話の中で，場面状況と相手を意識し，適切
な語を入れることができるか。

26 伝達 中１ 思・表３ ○ ○ ○ ○ 54.9% 10.6% 64.5% 8.2% 対話文の中で，相手の意向を理解し，適切な
英文を書くことができるか。

27 正確 中１ 思・表３ ○ ○ ○ ○ 50.4% 10.6% 60.2% 8.2% スペリング，符号等がすべて正確な英文を書
くことができるか。

28 伝達 中１ 思・表３ ○ ○ ○ 70.6% 8.6% 71.7% 7.2% 与えられたメモを生かしながら,出身地を伝達
することができたか。

29 正確 中１ 思・表３ ○ ○ ○ 58.9% 8.6% 59.9% 7.2% スペリング，符号，語形変化を意識し，正確に
英文を書くことができるか。

30 伝達 中１ 思・表３ ○ ○ ○ 36.9% 18.8% 35.2% 20.2%
与えられたメモを生かしながら,好きな教科の理由と
なる情報を前文とのつながりを意識して伝達するこ
とができたか。

31 正確 中１ 思・表３ ○ ○ ○ 23.2% 18.8% 21.0% 20.2%
スペリング，符号，語形変化，代名詞，論理的な英
文展開などを意識し，正確に英文を書くことができる
か。

32 伝達 中１ 思・表３ ○ ○ ○ 61.0% 10.1% 67.5% 9.0%
与えられたメモを生かしながら,食べ物の好き嫌いに
関して，前文とのつながりを意識して伝達することが
できたか。

33 正確 中１ 思・表３ ○ ○ ○ 34.8% 10.1% 44.2% 9.0% スペリング，符号，語形変化，接続詞の使用などを
意識し，正確に英文を書くことができるか。

問 題 数 20 13 10 10 10 13 20 20 17

出題割合60.6% 39.4% 23.3% 23.3% 23.3% 30.1% 35.1% 35.1% 29.8%

68.4% 55.9% 3.3% 71.8% 60.1% 3.0%

(4)  中学校第１学年

67.0%

問題内容別
出題
学年

内容領域別

63.3%

市平均通過率県平均通過率観 点 別

通過率

6

(3)

(2)

計

4

10

7

8

9

11

(1)

(2)

設問

5

1

2

出題の意図

校内通過率
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イ 特に課題のあった設問
(ｱ) 大問９ 第１学年「SVCの英文の語順整序」 【基礎・基本】

(2) 平均通過率

市 県 差
１７.５％ ２０.３％ －２.８

指導のポイント
平均通過率が県を下回り、２割に届いていない。"This is nice bike."の誤答が多いもの

と推測される。SVCのSが「指示代名詞＋名詞」となる文の形、及び「This is a ＋形容詞＋
単数の可算名詞」のような文の場合の冠詞の使用について十分理解させる必要がある。SVCの
文においては、Sが指示代名詞のみとなる文と「指示代名詞＋名詞」となる文双方を同時に繰
り返し様々な例を挙げて表現させることが望ましい。

(ｲ) 大問１１ 第１学年「Sが物である英文」 【思考・表現３】

(2) 平均通過率

市 県 差

３５.２％ ３６.９％ －１.７

(2) 無解答率

市 県 差

２０.２％ １８.８％ １.４

※ (2)は、理由「面白いから。」を、下の２つ目の
下線部に３語以上の英語で表現することが求めら
れている。 指導のポイント

ここでは、「数学は面白い」を英
語で表現することになるが、「意思
伝達」の採点においては、さらに前
述のmathを代名詞のitに置き換える
ことが求められている。日本語では、
２回目に登場する主語は省略される
場面も多く、また「人」ではなく「物」
が主語となる文へのなじみが薄いた
め、英文では、的確に主語となる表
現を捉え、前述の名詞を代名詞に置
き換える練習が日頃から必要となる。
また、「理由」や「～だから」と

いう日本語からbecauseを用いる生徒
がいたことも推測される。「Aだから
B」を英語で表現する場合は、"B, be
cause A."または"Because A, B."と
１文で表現することも、特に書く活
動において取り入れておきたい。
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　ア　各設問の分類と平均通過率 ※平均通過率が40％を下回った設問と、無解答率が10％を上回った設問に着色している。

大
問

中
問

小
問

基礎
・
基本

思考
・

表現

聞くこ
と

話すこ
と

読むこ
と

書くこ
と 表現 理解

言語や文
化につい
ての知
識・理解

基礎
・
基本

思考
・
表現

無解答率

基礎
・
基本

思考
・
表現

無解答率

基礎
・
基本

思考
・

表現
無解答率

1 (1) 中１ ○ ○ ○ 88.9% 0.1% 89.5% 0.1% 与えられた英文を聞いて，情報を適切に聞き取る
ことができるか。

2 (2) 中２ ○ ○ ○ 96.2% 0.2% 97.3% 0.2%
日本語で事前に与えられている状況とイラスト及
び放送される英文から，情報を適切に聞き取るこ
とができるか。

3 (1) 中１・２ ○ ○ ○ ○ ○ 69.7% 0.4% 71.8% 0.4% 対話を聞き取り，対話が行われている場所を把握
することができるか。

4 ① 中２ ○ ○ ○ ○ ○ 49.4% 0.5% 54.1% 0.3% 対話を聞き取り，待ち合わせ場所を正確に聞き取
ることができるか。

5 ② 中２ ○ ○ ○ ○ ○ 51.6% 0.6% 59.5% 0.5% 対話を聞き取り，待ち合わせ時刻を正確に聞き取
ることができるか。

6 (1) 中１ ○ ○ ○ ○ ○ 44.0% 0.3% 43.5% 0.3% 依頼に対して適切に答えることができるか。

7 (2) 中１ ○ ○ ○ ○ ○ 56.5% 0.4% 64.4% 0.4% 疑問詞whereを用いた質問に適切に答えることが
できるか。

8 (1) 中２ 思・表１ ○ ○ ○ ○ 65.1% 0.3% 65.9% 0.3% 対話を聞き取り，理由について不定詞の副詞的用
法を用いて適切に答えることができるか。

9 (2) 中２ 思・表１ ○ ○ ○ ○ 91.0% 0.2% 92.6% 0.2% 対話を聞き取り，登場人物の予定について答える
ことができるか。

10 (1) 中２ ○ ○ ○ 78.7% 0.2% 80.8% 0.2% まとまりのある英文を正しく読み取り，話の流れを
把握することができるか。

11 ① 中２ ○ ○ ○ 67.8% 0.4% 71.2% 0.4% 比較的長い文章を読んで，その内容に関する英語
の質問に英語で答えることができるか。

12 ② 中２ ○ ○ ○ 61.6% 0.5% 64.2% 0.5% 比較的長い文章を読んで，その内容に関する英語
の質問に英語で答えることができるか。

13 (1) 中１ ○ ○ ○ 67.5% 0.3% 69.7% 0.4%
文と文の関連に注意して，疑問詞whenを用
いた質問の文を選択することができるか。

14 (2) 中２ ○ ○ ○ 82.9% 0.3% 85.4% 0.4%
文と文の関連に注意して，理由を表わす文
を選択することができるか。

15 (3) 中２ ○ ○ ○ 65.6% 0.4% 71.7% 0.4%
文と文の関連に注意して，許可を得る文を
選択することができるか。

16 (1) 中２ ○ ○ ○ 77.7% 0.5% 80.3% 0.4%
文脈から自然な流れで文章を構成すること
ができるか。

17 (2) 中２ ○ ○ ○ 75.3% 0.4% 79.5% 0.4%
文脈から自然な流れで文章を構成すること
ができるか。

18 (3) 中２ ○ ○ ○ 81.1% 0.6% 83.6% 0.6% 文脈から自然な流れで文章を構成すること
ができるか。

19 (1) 中２ ○ ○ ○ ○ 54.6% 0.8% 59.0% 0.7%
空欄の前後関係から形容詞を選択すること
ができるか。

20 (2) 中１・２ 思・表２ ○ ○ ○ 29.0% 22.3% 35.2% 20.6% 前後の文から，論理的な文の構造に気付き，下線
部の理由を日本語で説明することができるか。

21 (3) 中２ 思・表２ ○ ○ ○ 47.2% 1.9% 48.7% 2.0%
文脈から空欄に正しい英文を選択すること
ができるか。

22 (4) 中２ 思・表２ ○ ○ ○ 55.9% 2.1% 58.0% 2.1% 読み取った英文の内容について，他の表現で言い
換えたときに正しいものを選択できるか。

23 (1) 中１ ○ ○ ○ ○ 17.9% 0.6% 18.7% 0.5% SVCの英文の正しい語順を答えることができるか。

24 (2) 中２ ○ ○ ○ ○ 75.3% 0.7% 79.1% 0.6% have toを用いた英文の正しい語順を答えることが
できるか。

25 (3) 中２ ○ ○ ○ ○ 65.1% 0.7% 70.5% 0.6% ２つの目的語をとる動詞の用法を理解し，正しい
語順に並べかえることができるか。

26 (4) 中２ ○ ○ ○ ○ 56.6% 0.8% 58.4% 0.6% 不定詞の副詞的用法を理解し，正しい語順に並べ
かえることができるか。

27 (1) 中２ ○ ○ ○ ○ ○ 31.8% 15.1% 35.6% 13.2%
文脈や時制に沿って，適切な動詞を正しく書くこと
ができるか。

28 伝達 中１・２ 思・表３ ○ ○ ○ ○ 40.0% 27.2% 43.2% 25.6%
会話の流れを類推し，適切な英文を正しく書くこと
ができるか。

29 正確 中１・２ 思・表３ ○ ○ ○ ○ 24.9% 27.2% 28.3% 25.3%
スペリング，符号，語形変化，代名詞の使用など，文を書く
上で気を付けなければならないことを意識し，正確に英文
を書くことができるか。

30 伝達 中１・２ 思・表３ ○ ○ ○ 81.0% 9.6% 82.9% 9.0%
与えられた条件を満たし，指定されたトピックに関
して相手を意識しながら「意志伝達」が可能な英文
を書くことができるか

31 正確 中１・２ 思・表３ ○ ○ ○ 71.7% 9.6% 74.2% 9.0% スペリング，符号，語形変化，代名詞の使用などを
意識し，正確に英文を書くことができるか。

32 伝達 中１・２ 思・表３ ○ ○ ○ 61.9% 13.1% 65.7% 12.1%
与えられた条件を満たし，指定されたトピックに関
して相手を意識しながら「意志伝達」が可能な英文
を書くことができるか。

33 正確 中１・２ 思・表３ ○ ○ ○ 49.3% 13.1% 52.4% 12.1%
スペリング，符号，語形変化，代名詞の使用などを
意識し，正確に英文を書くことができるか。

34 伝達 中１・２ 思・表３ ○ ○ ○ 45.5% 17.0% 48.0% 15.2%
与えられた条件を満たし，指定されたトピックに関
して相手を意識しながら「意志伝達」が可能な英文
を書くことができるか。

35 正確 中１・２ 思・表３ ○ ○ ○ 33.0% 17.0% 34.0% 15.2%
スペリング，符号，語形変化，代名詞の使用などを
意識し，正確に英文を書くことができるか。

36 (4) 構成 中１・２ 思・表３ ○ ○ ○ 41.0% 9.9% 44.8% 9.2% 文と文のつながりがよく，文章全体の流れが自然
な文章を書くことができるか。

問 題 数 22 14 9 10 13 14 21 22 18

出題割合 61.1% 38.9% 19.6% 21.7% 28.3% 30.4% 34.4% 36.1% 29.5%

64.4% 52.6% 5.4% 67.6% 55.3% 5.0%

設問
出題
学年

問題内容別 内容領域別 観 点 別

出題の意図

1

2

(2)

3

4

県平均通過率 市平均通過率

5

(2)

6

7

8

9

10

(2)

11

(1)

(2)

(3)

計

通過率
59.8% 62.8%

(5)　中学校第２学年

校内通過率
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イ 特に課題のあった設問

(ｱ) 大問８ 第２学年「内容理解」 【思考・表現２】

(2) 平均通過率

８ 次の英文を読み、あとの(1)，(2)の問いに答えなさい。 市 県 差

(2) 下線部②の理由を25字程度の日本語で説明せよ。 ３５．２％ ２９．０％ 6.2

※ 英文 一部省略 (2) 無解答率

市 県 差

２０.６％ ２２.３％ -1.7

指導のポイント

平均通過率が県・市ともに低く、また無解答率が高い。下線の直前の英語をそのまま抜き

出して訳すのではなく、その内容からTakeshiの心情に沿って内容を理解し、解答する設問と

なっている。

授業での内容理解においても、本文を訳すだけでなく、登場人物の心情を捉えさせる発問

の工夫が求められる。

(ｲ) 大問１０ 第２学年「英作文」 【思考・表現３】

(2) 平均通過率

10 次は，ミキ（Miki）とルーシー（Lucy）との対話と、二 市 県 差

人の電子メールでのやりとりです。(1),(2)の問いに答え ４３.２％ ４０.０％ 3.2

なさい。 (2) 無回答率

(2) 自然な文の流れになるように， に入る３語以 市 県 差

上の英文を１文書け。 ２５.６％ ２７.２％ -1.6

指導のポイント

平均通過率が県・市ともに

低く、また無解答率がかなり

高い。下線直前、直後の内容

を踏まえて相手に何を伝える

かを推測すること、英文で表

現することに苦手意識がある

ことが明確である。

授業の最初に取り入れる

small talkを充実させ、自分

の考えを伝える練習を積み重

ねることが大切である。
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※　分析において注目したデータを太枠で示している。また、平成２８年度と平成２９年度の結果が比較できる設問のみ、それぞれの結果を示している。

1

県 県 県
H28 H29 H29 H28 H29 H29 H28 H29 H29
53.5% 52.6% 53.9% 50.3% 45.7% 48.1% 43.1% 45.0% 45.4%
30.3% 31.9% 30.2% 31.0% 32.2% 31.6% 30.1% 31.0% 31.5%
14.0% 13.1% 13.2% 16.6% 18.9% 17.4% 21.6% 19.8% 19.1%
2.1% 2.3% 2.5% 2.1% 2.8% 2.6% 4.8% 4.0% 3.7%

2

県 県 県
H28 H29 H29 H28 H29 H29 H28 H29 H29
26.9% 26.6% 26.6% 22.2% 24.2% 21.9% 23.7% 23.6% 21.8%
26.3% 27.4% 25.7% 38.6% 38.7% 36.8% 39.6% 40.3% 40.5%
12.4% 11.1% 12.2% 3.0% 11.5% 13.2% 11.1% 12.0% 12.7%
11.5% 12.5% 13.4% 5.1% 5.2% 6.6% 3.4% 3.3% 3.7%
10.5% 10.5% 10.0% 6.4% 5.7% 6.2% 3.1% 3.8% 3.6%
12.3% 11.8% 12.0% 14.4% 14.6% 15.1% 19.1% 16.8% 17.4%

3

県 県 県
H28 H29 H29 H28 H29 H29 H28 H29 H29
3.1% 3.3% 3.7% 3.2% 3.2% 3.5% 3.8% 4.3% 4.3%
5.3% 5.9% 6.8% 12.2% 13.0% 15.0% 14.0% 16.8% 18.3%
4.4% 5.0% 3.5% 12.1% 12.3% 8.7% 16.8% 16.9% 12.3%
56.4% 57.2% 55.4% 37.3% 35.8% 34.6% 25.0% 24.5% 23.9%
25.7% 23.8% 25.1% 27.0% 28.2% 30.4% 30.5% 29.1% 32.4%
5.0% 4.7% 5.3% 8.2% 7.3% 7.6% 9.8% 8.3% 8.7%

4

県 県 県
H28 H29 H29 H28 H29 H29 H28 H29 H29
37.7% 35.3% 35.2% 49.1% 43.2% 45.5% 54.2% 50.9% 51.3%
30.5% 31.1% 31.0% 10.6% 12.6% 12.6% 7.3% 8.7% 9.4%
13.6% 14.1% 13.9% 27.9% 30.5% 28.3% 27.1% 30.0% 28.8%
6.8% 6.2% 7.4% 1.8% 2.5% 3.1% 1.5% 2.4% 2.4%
10.5% 12.7% 11.6% 9.8% 10.3% 9.6% 8.5% 7.1% 6.7%
0.7% 0.7% 0.7% 0.7% 0.8% 0.7% 1.2% 0.9% 1.0%

5

県 県 県
H28 H29 H29 H28 H29 H29 H28 H29 H29
36.2% 35.7% 36.5% 19.4% 19.1% 20.9% 16.2% 14.3% 15.3%
29.2% 29.1% 28.5% 32.9% 32.8% 31.6% 32.2% 33.5% 32.3%
16.4% 16.2% 16.3% 25.8% 24.4% 25.1% 31.8% 30.1% 31.7%
16.9% 17.2% 16.8% 19.5% 20.3% 19.3% 16.4% 19.5% 18.0%
1.2% 1.8% 1.7% 2.3% 2.7% 2.8% 3.3% 2.4% 2.4%

中１ 中２小５

【調査４】　授業中のノートのとり方に関する児童生徒の意識
　①～③及び⑤から、ノートをとることは、ある程度定着が図られている。
　⑤「自分なりにまとめ直しながら書いている」とする生徒は、学年が上がるにつれて減っている。
　授業では、学習問題に対する考えを自分なりに書く時間を十分確保した上で、それを基に意見交換をさせ、再度、
ノートにまとめ直す時間を確保する必要がある。また、授業終末や次時の導入時に、自らのノートを見て学習を振り返
らせることによって、学習内容の定着や自己の成長の自覚を促すとともに、分かりやすいノートの取り方を意識させて
いくことも大切である。

③　板書してあることを写すだけでなく、先生の言葉も書き込んでいる。

　あなたが、初めてのことを学習するときの気持ちはどれですか。

②　どちらかといえばしている。
③　あまりしていない。
④　していない。

⑥　ノートは、ほとんどとらない。

小５

市 市

  家では，自分で学習（宿題や自分で計画した学習）していますか。

④　自分でテーマを決めて調べ学習をする。
⑤　次の時間の予習をする。

小５ 中１ 中２

①　している。

　あなたは、家で学習しているときに、分からない問題があったら、どうしますか。

小５ 中１ 中２

小５ 中１ 中２

①　ドリル等の問題をする。
②　教科書や問題集の練習問題をする。
③　教科書や参考書の文章や図、グラフなどを書き写す。

⑥　計画を立てて学習していない。

鹿児島市

　あなたが自分で考えてやる宿題（自学ノートなど）の内容は、どんなものが多いですか。

鹿児島市 鹿児島市

市 市 市

①　どんなことを学ぶのか楽しみだ。

市

①　板書してあることを写している。

⑥　そのままにしておくことが多い。

④　家族や親戚に聞く。

　あなたは、授業中にどのような内容についてノートをとっていますか。

④　先生が指示したところだけ書いている。
⑤　板書を参考に、自分なりにまとめ直しながら書いている。

①　後で，学校の先生に聞く。
②　後で，友達に聞く。
③　後で，塾の先生や家庭教師の先生に聞く。

⑤　自分で調べる。

③　特に何も思わない。

⑤　どうせ自分にはできない（わからない）と、あまり期待しない。

市

市 市 市

【調査１～３】　家庭学習に関する状況及び分からない問題があったときの児童生徒の意識
　調査１の③、④から、２割程度の児童生徒は家庭学習が定着しておらず，その割合は学年が上がるにつれ増えてい
る。調査２の④「自分でテーマを決めて調べ学習をする」と回答した児童生徒が学年が上がるにつれ少なくなってい
る。 調査３について、家での学習で分からない問題があったら、⑥「そのままにしておくことが多い」と回答する児童
生徒が、学年が上がるにつれ増えている。このような傾向は、これまでと同様であり、改善が難しい状況が継続してい
る。
　教師は、児童生徒に分からない問題等にマーカーや付箋をつけさせるなどしてその状況を把握し，全体指導や個別指
導に反映させる必要がある。また、家庭での学習内容について授業内容と連動させながら見通しをもたせる必要があ
る。

中１ 中２

②　板書してあることを写すだけでなく、自分や友達の考えも書き込んでいる。

②　自分が好きな学習のときは楽しみだ。

【調査５】　初めてのことを学習するときの児童生徒の意識
　学年が上がるにつれ、①「どんなことを学ぶのか楽しみだ」とする生徒が減少し、③「特に何も思わない」とする生
徒が増加する傾向は、これまでと同様である。
　児童生徒の興味・関心を高め、学びの必然性が感じられるような問題解決的な学習を一層推進する必要がある。その
ためには、「～しよう」という行動目標の設定ばかりではなく、「なぜ、～なのだろうか」、「～するにはどうすれば
よいのだろうか」といった問題意識を高めるように導入を工夫し、解決すべき学習問題（学習課題）を板書に明記す
る。また、学びの有用性を感じられるよう学習内容と関連した体験や身近な事象を取り入れることを大切にしたい。

市 市

④　できるかどうか（わかるかどうか）、心配だ。

Ⅳ　学習状況調査の結果
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6

県 県 県
H28 H29 H29 H28 H29 H29 H28 H29 H29

①　先生の説明を聞く。 46.9% 45.9% 44.0% 65.7% 65.1% 64.3% 72.1% 72.2% 72.4%

②　学習の手順や方法を考える。 20.1% 20.2% 19.5% 12.4% 11.4% 13.5% 12.7% 12.0% 12.9%

③　課題について、調べ学習をする。 12.5% 10.9% 12.1% 10.1% 9.7% 11.0% 10.2% 8.4% 10.4%

④　自分でじっくり考える。 16.1% 17.5% 16.0% 17.4% 19.7% 18.1% 19.3% 19.6% 21.2%

⑤　自分の考えを文章にまとめる。 38.0% 39.6% 38.6% 36.3% 38.7% 35.0% 34.2% 31.8% 30.7%

⑥　ペアやグループで、考えを出し合ったり教え合ったりする。 29.5% 29.4% 31.8% 29.2% 28.0% 29.1% 30.2% 34.9% 29.6%

⑦　自分の考えや資料をもとに、話し合う。 9.3% 9.7% 9.3% 6.5% 6.7% 6.8% 5.0% 5.2% 5.4%

⑧　お互いに発表したり、説明したりする。 27.3% 26.4% 28.1% 21.6% 20.1% 21.5% 15.4% 15.4% 16.6%

県 県 県
H28 H29 H29 H28 H29 H29 H28 H29 H29

①　先生の説明を聞く。 44.2% 44.4% 40.8% 74.2% 79.4% 73.8% 84.3% 80.8% 77.9%

②　学習の手順や方法を考える。 11.1% 10.6% 10.2% 9.9% 11.8% 10.4% 14.4% 11.1% 11.0%

③　課題について、調べ学習をする。 39.1% 39.4% 37.8% 29.9% 30.8% 31.4% 30.2% 28.0% 28.4%

④　自分でじっくり考える。 18.3% 16.2% 15.9% 22.0% 21.7% 21.0% 23.3% 22.6% 20.9%

⑤　自分の考えを文章にまとめる。 12.4% 11.5% 12.3% 9.5% 10.4% 9.4% 6.7% 8.1% 8.0%

⑥　ペアやグループで、考えを出し合ったり教え合ったりする。 17.3% 18.0% 20.7% 22.1% 16.4% 22.3% 20.4% 25.9% 27.8%

⑦　自分の考えや資料をもとに、話し合う。 43.3% 44.3% 46.2% 18.9% 18.9% 19.9% 11.3% 12.1% 13.7%

⑧　お互いに発表したり、説明したりする。 13.8% 15.2% 15.3% 12.5% 9.8% 11.0% 8.5% 10.7% 11.3%

県 県 県
H28 H29 H29 H28 H29 H29 H28 H29 H29

①　先生の説明を聞く。 43.5% 43.3% 40.8% 59.8% 63.9% 61.2% 66.4% 66.4% 63.9%

②　学習の手順や方法を考える。 21.7% 22.7% 22.6% 25.7% 25.4% 25.4% 28.7% 24.3% 24.7%

③　課題について、調べ学習をする。 7.0% 6.9% 8.9% 6.0% 6.1% 7.5% 6.7% 6.0% 6.4%

④　自分でじっくり考える。 45.3% 46.8% 47.3% 48.7% 47.1% 47.8% 46.7% 48.1% 49.5%

⑤　自分の考えを文章にまとめる。 12.6% 11.9% 11.7% 4.5% 5.1% 4.7% 3.3% 2.9% 3.1%

⑥　ペアやグループで、考えを出し合ったり教え合ったりする。 28.9% 28.1% 28.9% 31.1% 28.8% 30.2% 29.1% 34.0% 33.1%

⑦　自分の考えや資料をもとに、話し合う。 7.0% 5.3% 5.6% 5.7% 5.4% 5.1% 4.0% 4.3% 3.9%

⑧　お互いに発表したり、説明したりする。 33.8% 34.7% 33.6% 17.6% 17.5% 17.3% 14.1% 13.6% 14.5%

県 県 県
H28 H29 H29 H28 H29 H29 H28 H29 H29

①　先生の説明を聞く。 53.5% 54.1% 52.2% 67.4% 69.7% 69.0% 77.3% 78.9% 76.4%

②　学習の手順や方法を考える。 23.0% 23.1% 24.6% 23.7% 23.2% 23.7% 27.2% 22.0% 21.7%

③　課題について、調べ学習をする。 23.4% 24.6% 25.8% 20.7% 20.3% 21.6% 17.4% 16.7% 17.2%

④　自分でじっくり考える。 17.1% 17.1% 17.6% 14.1% 15.5% 15.6% 17.7% 15.5% 17.0%

⑤　自分の考えを文章にまとめる。 12.0% 11.7% 11.6% 6.5% 6.6% 7.1% 6.9% 5.3% 5.1%

⑥　ペアやグループで、考えを出し合ったり教え合ったりする。 39.1% 39.9% 37.9% 46.0% 44.2% 41.6% 36.9% 45.0% 44.5%

⑦　自分の考えや資料をもとに、話し合う。 10.2% 9.7% 9.3% 8.5% 7.7% 8.0% 5.3% 6.5% 6.7%

⑧　お互いに発表したり、説明したりする。 21.1% 19.4% 20.1% 12.1% 12.1% 12.5% 10.4% 9.5% 10.4%

県 県 県
H28 H29 H29 H28 H29 H29 H28 H29 H29

①　先生の説明を聞く。 68.4% 68.0% 68.6% 73.5% 72.0% 70.2%

②　学習の手順や方法を考える。 9.8% 9.3% 10.5% 13.1% 9.7% 10.1%

③　課題について、調べ学習をする。 6.7% 7.4% 8.5% 7.3% 6.3% 6.6%

④　自分でじっくり考える。 17.5% 16.3% 18.0% 21.1% 16.6% 18.9%

⑤　自分の考えを文章にまとめる。 4.4% 4.4% 4.5% 6.0% 5.7% 6.3%

⑥　ペアやグループで、考えを出し合ったり教え合ったりする。 47.1% 48.4% 46.2% 43.8% 52.0% 49.7%

⑦　自分の考えや資料をもとに、話し合う。 3.3% 3.9% 3.7% 2.5% 3.0% 3.1%

⑧　お互いに発表したり、説明したりする。 41.3% 40.8% 38.9% 31.5% 33.9% 33.9%

　日ごろの授業では、どんな活動をすることが多いですか（教科ごとに２つ選択）。

小５ 中１ 中２

算数
数学

理科

英語

中１ 中２

小５ 中１ 中２
市 市 市

市市 市

中２
市 市 市

小５ 中１ 中２

社会

国語

【調査６】　教科指導に関する児童生徒の学び方
　前年度と比較し、特に増減が見られた箇所を着色している。教科の特性や学年によって異なる部分はあるが、①「先
生の説明を聞く」が減少し、⑥「ペアやグループで、考えを出し合ったり教え合ったりする。」、「⑧　お互いに発表
したり、説明したりする。」活動が増えた教科、学年が多く見られる。
　「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指し、対話的な活動を取り入れた授業が増えつつあるが、そのような活動
を行うことが目的化したり、形式化したりしてはならない。教師が児童生徒のつまずき等を想定して教材研究を行い、
分かりやすく説明すること、児童生徒自らがじっくりと課題に向き合うこと、対話によって考えを広げ深めることなど
が、教科の特性を踏まえてバランスよく行われ、「深い学び」がもたらされることが重要である。どのような資質・能
力を育成するためにどのような活動を取り入れるのかを明確にして、授業に臨みたい。

市 市 市
小５

小５ 中１

市市 市
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県 県 県
H28 H29 H29 H28 H29 H29 H28 H29 H29

42.9% 41.3% 40.6% 37.4% 35.8% 36.9% 33.3% 35.4% 34.7%

47.9% 48.9% 49.0% 50.9% 52.0% 51.9% 52.7% 52.0% 52.5%

7.8% 8.3% 8.6% 10.1% 9.6% 9.2% 11.0% 10.6% 10.6%

1.3% 1.5% 1.6% 1.5% 2.0% 1.7% 2.9% 1.8% 1.9%

90.8% 90.2% 89.6% 88.3% 87.8% 88.8% 86.0% 87.4% 87.2%

県 県 県
H28 H29 H29 H28 H29 H29 H28 H29 H29

40.9% 39.8% 39.5% 38.2% 39.4% 39.6% 34.0% 37.5% 37.6%

47.6% 47.3% 47.9% 47.8% 46.9% 47.4% 49.1% 49.1% 48.9%

10.2% 11.1% 10.7% 12.2% 10.6% 10.7% 14.0% 11.3% 11.2%

1.3% 1.7% 1.8% 1.7% 2.4% 2.0% 3.0% 2.0% 2.1%

88.5% 87.1% 87.4% 86.0% 86.3% 87.0% 83.1% 86.6% 86.5%

県 県 県
H28 H29 H29 H28 H29 H29 H28 H29 H29

35.7% 35.5% 34.6% 23.5% 24.2% 24.6% 18.6% 21.4% 21.3%

50.0% 48.3% 49.2% 53.8% 52.1% 53.4% 53.5% 54.7% 55.3%

12.7% 14.0% 13.9% 19.5% 19.6% 18.6% 22.9% 20.0% 19.6%

1.7% 2.1% 2.2% 3.1% 4.0% 3.1% 4.8% 3.9% 3.5%

85.7% 83.8% 83.8% 77.3% 76.3% 78.0% 72.1% 76.1% 76.6%

県 県 県
H28 H29 H29 H28 H29 H29 H28 H29 H29

51.7% 50.6% 49.9% 41.4% 41.9% 41.0% 34.3% 36.0% 35.7%

31.2% 30.7% 31.4% 36.5% 36.4% 37.8% 40.4% 41.6% 41.9%

13.2% 14.1% 13.9% 17.0% 15.8% 16.0% 19.2% 17.6% 17.6%

3.8% 4.6% 4.6% 4.9% 5.5% 5.0% 6.0% 4.8% 4.5%

82.9% 81.3% 81.3% 77.9% 78.3% 78.8% 74.7% 77.5% 77.6%

県 県 県
H28 H29 H29 H28 H29 H29 H28 H29 H29

59.6% 58.0% 56.8% 48.6% 50.7% 50.7% 41.3% 43.2% 44.2%

30.1% 31.8% 32.4% 38.1% 36.6% 37.3% 42.7% 43.5% 42.4%

8.4% 8.2% 8.7% 10.5% 9.2% 9.4% 11.8% 11.0% 10.6%

1.8% 2.0% 1.9% 2.5% 2.8% 2.2% 3.4% 2.2% 2.3%

89.7% 89.8% 89.2% 86.7% 87.3% 88.0% 84.0% 86.7% 86.6%

中２

(2)　自分たちで考えたり話し合ったりする授業

③　あまりやりがいを感じない。

市

　あなたは、次のような授業で学んでいて、どのように感じますか。

①と②の和

③　あまりやりがいを感じない。

市
小５ 中１ 中２

(1)　先生がくわしく説明してくれる授業

市 市

中１

④　やりがいを感じない。

①　とてもやりがいを感じる。

②　やりがいを感じる。

①と②の和

市 市 市

市
小５ 中１ 中２

①　とてもやりがいを感じる。

②　やりがいを感じる。

③　あまりやりがいを感じない。

④　やりがいを感じない。

【調査７】　教科指導等に関する児童生徒の学び方や意識の状況
　特に、中学校において、「難しい課題に挑戦する授業」や「自分たちで調べて、課題を解決する授業」に対して、
「とてもやりがいを感じる」、「やりがいを感じる」と回答した割合が増加しており、指導方法改善が進んだ成果が伺
える。
　一方、小学校では、「自分たちが発表したり、友達の発表を聞いたりすることが多い授業」において、「とてもやり
がいを感じる」、「やりがいを感じる」と回答した割合がやや減少している。
　【調査６】で述べたように発表や話合い等の活動が形式的に行われることがないように目的を明確にするとともに、
発表を苦手とする児童等への個に応じた指導・支援も大切にしていく必要がある。

小５ 中１ 中２

小５

①　とてもやりがいを感じる。

②　やりがいを感じる。

③　あまりやりがいを感じない。

④　やりがいを感じない。

中２

(4)　難しい課題に挑戦する授業

市 市 市

④　やりがいを感じない。

小５ 中１

市

(3)　自分たちが発表したり、友達の発表を聞いたりすることが多い授業

①　とてもやりがいを感じる。

②　やりがいを感じる。

①　とてもやりがいを感じる。

②　やりがいを感じる。

③　あまりやりがいを感じない。

④　やりがいを感じない。

(5)　自分たちで調べて、課題を解決する授業

市 市 市

①と②の和

①と②の和

①と②の和
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県 県 県
H28 H29 H29 H28 H29 H29 H28 H29 H29
23.5% 24.1% 27.5% 17.3% 18.3% 20.4% 15.6% 16.0% 18.9%
39.1% 39.3% 40.5% 47.1% 45.3% 48.1% 44.9% 49.5% 49.4%
3.8% 3.1% 2.4% 8.9% 8.6% 6.0% 12.2% 12.6% 8.5%
20.1% 20.2% 16.6% 10.9% 11.4% 9.6% 7.4% 6.5% 6.0%
10.7% 9.9% 9.8% 10.7% 10.9% 10.4% 12.5% 10.7% 11.1%
2.7% 3.2% 3.1% 5.0% 4.9% 4.7% 6.5% 4.6% 5.2%

県 県 県
H28 H29 H29 H28 H29 H29 H28 H29 H29
42.8% 44.7% 47.3% 34.1% 35.7% 37.0% 31.3% 32.1% 33.9%
22.5% 21.7% 23.0% 29.9% 26.6% 28.5% 32.7% 32.7% 34.8%
19.9% 19.9% 19.5% 24.3% 24.9% 23.7% 22.8% 23.2% 22.2%

県 県 県
H28 H29 H29 H28 H29 H29 H28 H29 H29
21.8% 21.4% 20.5% 24.1% 22.7% 19.0% 24.9% 24.5% 22.5%
11.8% 12.7% 12.4% 11.4% 8.8% 9.1% 10.4% 9.7% 9.6%
17.4% 18.1% 17.9% 18.5% 15.0% 13.6% 15.9% 15.3% 15.2%

県 県 県
H28 H29 H29 H28 H29 H29 H28 H29 H29
25.4% 23.5% 27.1% 32.1% 25.2% 26.7% 33.9% 29.4% 33.9%
0.7% 0.9% 1.1% 0.6% 0.7% 0.5% 1.4% 0.3% 0.6%
2.6% 4.8% 4.6% 3.8% 3.2% 3.1% 5.8% 3.0% 4.4%

県 県 県
H28 H29 H29 H28 H29 H29 H28 H29 H29
1.7% 2.3% 2.5% 5.7% 3.3% 3.5% 7.0% 4.9% 5.8%
1.9% 2.4% 2.9% 5.2% 4.3% 4.7% 7.9% 4.0% 6.1%
3.9% 6.1% 5.8% 4.6% 4.5% 4.1% 5.4% 4.0% 4.9%
2.4% 2.6% 2.8% 4.4% 3.1% 3.5% 4.9% 2.8% 4.4%

9

県 県 県
H28 H29 H29 H28 H29 H29 H28 H29 H29

54.5% 55.7% 54.9% 53.2% 54.5% 53.4% 46.6% 48.8% 48.4%

45.3% 47.2% 46.9% 33.1% 34.4% 34.8% 28.5% 31.9% 31.6%

77.2% 80.9% 79.1% 79.0% 80.1% 80.2% 77.6% 79.8% 79.9%

3.5% 4.2% 4.4% 5.8% 5.9% 5.7% 7.4% 5.2% 5.4%

【調査９】　教科指導等に関する児童生徒の意識の状況
　「①　教科の学習（国語、算数など）」、「②　道徳や総合的な学習の時間」、「③　特別活動（学級活動、学校行
事など）」のいずれも全ての学年で昨年度を上回っており、充実したことが伺える。大変好ましい結果であり、今後も
それぞれの目標の達成に向かう中で主体的に学習に取り組む態度や思考力・判断力・表現力等を育成したい。

【調査８】　分からないことが出てきたときの児童生徒の意識
　昨年度と比較すると、「そのままにしておく」と回答した児童生徒が、小５は増加し、中２は減少した。小５は、(4)
で「③　分からないことをうまく伝えられないから。」が特に増加している。
　教師は、互いに聞いたり教え合ったりする学び合える雰囲気づくりを日々の授業や学級経営の中で進めるとともに、
個々のつまずきを詳細に把握し、個別の指導に十分時間をかける必要がある。対話的な活動に取り組ませる際にも、
個々の状況を丁寧に見届け、個に応じた指導・支援に配慮する必要がある。

(1)　①と②を選んだ人に聞きます。その理由は何ですか。

(4)　⑥を選んだ人に聞きます。その理由は何ですか。

(2)　③と④を選んだ人に聞きます。その理由は何ですか。

①　教科の学習（国語、算数など）

②　道徳や総合的な学習の時間

③　特別活動（学級活動、学校行事など）

④　楽しさや、やりがいを感じるときはない。

　学習する中で楽しいと感じたり、やりがいを感じたりする時は、どんな時ですか。（複数回答可）

小５

②　聞いたら分かるかなと思うから。
③　先生や友達は聞きやすいから。

①　説明が分かりやすいから。

市 市 市

①　分からないままにしたくないから。

中２

市 市 市

中１ 中２

中１ 中２

④　後で、家族や親戚に聞く。
⑤　自分で調べる。

　あなたは、授業で、分からないことがあったら、どうしますか。

小５ 中１ 中２

③　分からないことをうまく伝えられないから。
④　聞きにくいから。

②　聞いたり調べたりするのがめんどうだから。

①　自分で調べたいから。
②　自分で調べるように先生に言われているから。
③　だれにも聞くことができないから。

市

②　いつも聞いているから。
③　聞きやすいから。

小５
市

小５

(3)　⑤を選んだ人に聞きます。その理由は何ですか。

市 市

中１ 中２
市 市

中１

①　いつもそうしているから。

⑥　そのままにしておく。

①　先生に聞く。
②　友達に聞く。
③　後で、塾の先生や家庭教師の先生に聞く。

市 市市

小５ 中１ 中２
市 市 市

小５

　もっとも当てはまるものを、１つえらんでください。

- 45 -



10

県 県 県
H28 H29 H29 H28 H29 H29 H28 H29 H29
64.1% 63.7% 64.8% 58.0% 57.4% 60.0% 49.9% 57.2% 57.7%
26.0% 27.2% 25.8% 27.8% 29.2% 27.8% 31.0% 29.4% 29.5%
8.6% 7.9% 11.7% 10.3% 15.0% 10.7%

1.1% 0.9% 2.1% 2.8% 3.7% 2.5%
90.1% 90.9% 90.6% 85.8% 86.6% 87.8% 80.9% 86.6% 87.2%

11

県 県 県
H28 H29 H29 H28 H29 H29 H28 H29 H29
31.1% 35.7% 37.2% 22.4% 21.2% 22.8% 21.8% 16.8% 18.3%
40.1% 41.7% 41.6% 38.1% 42.0% 43.6% 38.4% 44.6% 45.4%

23.9% 19.7% 31.1% 29.0% 30.1% 31.6%
4.7% 2.7% 8.0% 7.6% 9.5% 6.8%
71.2% 77.4% 78.8% 60.5% 63.2% 66.4% 60.2% 61.4% 63.7%

12

県 県 県

H28 H29 H29 H28 H29 H29 H28 H29 H29
35.2% 41.5% 42.9% 21.1% 25.4% 26.9% 16.0% 21.7% 22.9%
33.4% 34.6% 33.3% 36.8% 37.3% 37.6% 34.4% 38.6% 38.3%
25.2% 19.1% 31.8% 29.0% 38.3% 31.8%
6.0% 4.5% 9.9% 8.1% 11.0% 7.8%
68.6% 76.1% 76.2% 57.9% 62.7% 64.5% 50.4% 60.3% 61.2%

13

県 県 県
H28 H29 H29 H28 H29 H29 H28 H29 H29
25.4% 28.3% 28.5% 20.2% 22.3% 22.0% 19.9% 19.7% 19.8%
50.9% 49.3% 49.5% 52.3% 49.7% 50.5% 53.2% 51.5% 51.5%
21.9% 20.4% 20.0% 27.5% 25.0% 24.6% 31.1% 25.6% 25.4%
1.6% 1.8% 1.7% 2.5% 2.7% 2.7% 4.3% 3.1% 3.0%
76.3% 77.6% 78.0% 72.5% 72.0% 72.5% 73.1% 71.2% 71.3%

14

県 県 県
H29 H29 H29
35.0% 33.1% 31.4%
47.7% 50.3% 51.6%

15.2% 14.6% 14.8%
1.7% 1.8% 1.9%
82.7% 83.4% 83.0%

③　あまりできていない。 15.6%

32.6%
②　どちらかといえばできている。 48.5% 50.0% 51.6%

H29 H29 H29

市

小５ 中１

①と②の和 82.5% 84.4% 84.2%

  あなたの学級では、授業のめあて（学習目標）を立てていますか。

小５ 中１ 中２

①　よくしている。

市 市 市

市 市 市

市 市 市

市 市

【調査１０】　「目標の明確化と学習課題の工夫」の状況
　　①と②の和が、どの学年も昨年度を上回っており、特に、中２は伸びが大きい。但し、中１、中２は、県と比較
すると低い割合である。授業改善が進んでいることがで伺えるので、引き続き、問いを生かした課題や、単元を
通して追究する課題を設定するなど、教科や学習内容のねらいに応じて学習課題を工夫し、授業の目標を明確
にするとともに、児童生徒がめあて（学習目標）を意識して学習に取り組むような指導・工夫が必要である。

【調査１１，１２】　「見通しと振り返りの活動の重視」に関する状況
　　どちらの設問も①と②の和が、いずれでの学年でも昨年度を上回っており、授業改善が進んでいることが伺
える。但し、県と比較すると低い状況が見られる。
　　課題の解決に何が必要か、どう考えれば解決できそうか、どんな工夫をすればよさそうかなど学習の見通し
を立てる活動や,板書やノートに書いたことを生かしてまとめをしたり、本時の思考過程（考えたこと）を整理したり
するなどの効果的な振り返りの活動を、単元あるいは、単位時間の中で、計画的に位置付けることによって、児
童生徒の学ぶ意欲の向上や学習内容の定着を図る必要がある。

②　どちらかといえばしている。

小５ 中１ 中２

　授業では，自分で考えたり，自分から進んで活動に取り組んだりしていますか。

②　どちらかといえばしている。
③　あまりしていない。

④　していない。

①　よくしている。
②　どちらかといえばしている。

③　あまりしていない。
④　していない。

②　どちらかといえばしている。
③　あまりしていない。

　めあてを確認した後、学習を見通す活動（めあてを解決するためにどのように考えればよいか見通す
活動）を行っていますか。

④　していない。
③　あまりしていない。

13.5% 14.1%
④　まったくできていない。 1.8% 1.9%

小５ 中１ 中２

①　よくしている。

中２

  授業の終わりに学習内容を振り返る活動（ノートにまとめたり、考えたことを整理したりするなど）
を行っていますか。

①と②の和

①と②の和

①と②の和

1.7%

34.0% 34.4%

小５ 中１ 中２
市 市 市

①　よくできている。

　友達と話し合うとき、友達の考えを受け止めて、自分の考えをもつことができていますか。

①　よくしている。

①と②の和
④　していない。
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15

県 県 県
H28 H29 H29 H28 H29 H29 H28 H29 H29

26.8% 27.1% 26.3% 22.4% 26.0% 24.5% 17.9% 23.1% 22.3%
45.9% 46.2% 45.7% 50.1% 46.2% 46.9% 51.3% 48.5% 48.8%
23.4% 23.9% 24.6% 25.7% 23.8% 24.5% 33.0% 25.2% 25.5%
3.5% 2.6% 3.0% 4.2% 3.8% 3.7% 6.3% 3.1% 3.2%
72.7% 73.3% 72.0% 72.5% 72.2% 71.4% 69.2% 71.6% 71.1%

16

県 県 県
H29 H29 H29
35.8% 23.7% 18.2%
46.3% 48.6% 50.2%
15.3% 23.8% 27.0%
2.2% 3.5% 4.1%
82.1% 72.3% 68.4%

　

　

24.7%
48.6%

中１ 中２小５

22.8%
3.6%
73.3%

H29 H29

15.7%
2.0%

25.8%
4.1%

H29
市

35.6%
46.6% 50.8%

小５ 中１ 中２

82.2%

市

市 市 市

市

19.2%①　よくできている。
②　どちらかといえばできている。
③　あまりできていない。
④　まったくできていない。

①と②の和

　授業では，先生から教えてもらったことや友達と話し合ったことなどを通じて，自分の考えを深めた
り広げたりすることができていますか。

　授業で学んだことを、ほかの学習や普段の生活に生かすことができていますか。

※　調査１０～１６は、県教育委員会が示している「授業改善のポイント」に沿った分析であり、『平成２９年度鹿
　児島学習定着度調査結果報告書』（県教育委員会）を参考にしている。「授業改善のポイント」については、県
　教委HP「学校教育〉学力〉確かな学力の定着〉学びの羅針盤・授業改善のポイント」を参照し、各学校における
　共通実践に生かしていただきたい。

【調査１３～１６】　「主体的・協働的な学習活動の工夫」に関する状況
　　調査１３は、小５が昨年度を上回り、中２が昨年度を下回っている。調査１４は、中１と中２が、県を上回ってい
る。調査１５は、小５と中２が昨年度を上回っており、どの学年も県を上回っている。調査１６は、どの学年も県を
上回っている。各学校において児童生徒の積極的な取組や思考を促す工夫の成果がうかがえる。
　　学習活動の設定に当たっては、活発な雰囲気や児童生徒の表情など外見的な様子を想定するだけに終わら
ないようにしたい。特に、基本的な知識・技能を活用して思考力・判断力・表現力等を発揮させる活動では、教科
の特性や学習内容を踏まえて、どのような発言内容や取組内容を引き出すのかというねらいを明確にして活動
を設定することが重要である。

①　よくしている。
②　どちらかといえばしている。

①と②の和

③　あまりしていない。
④　していない。

70.0%

- 47 -



Ⅴ 今後の対策－主体的・対話的で深い学びを実現するために－

１ 今後の対策

ア 全国学力・学習状況調査や鹿児島学習定着度調査の問題を全職員が解いて、児童生徒

に求められている学力を把握する。

当該学年の担当職員だけでなく全職員が実際に問題を解いてみて、どのような力を児童生徒

に付けていくべきか共有することが大切です。そのために、平成30年度全国学力・学習状況調

査の調査問題・正答例・解説資料等を積極的に活用しましょう。

※ コンピュータ上で次のＵＲＬをクリックすると国立教育政策研究所のＷｅｂページにジャ

ンプします。 http://www.nier.go.jp/18chousa/18chousa.htm

イ 各学校では、数値目標や共通実践事項を設定し、学力向上対策と指導方法の工夫改
善が、諸検査結果等につながるようにする。

定着の低い内容について、各教科年間指導計画へ朱書き等を行い、指導に生かしましょう。

本調査結果を生かした年間指導計画例が、『平成２９年度鹿児島学習定着度調結果報告書』

（平成３０年３月発行、鹿児島県教育委員会）に示されています。自校の平均通過率や市平均

との差、取組内容を明記することで重点化した指導につながるとともに、翌年度以降にも自校

の課題や改善策が引き継がれていきます。

ウ 児童生徒の主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を推進する。
（◎は、本年度の重点）

① 単元や題材など内容や時間のまとまりを見通した目標の明確化（◎）

② 児童生徒に主体的な問題解決を促す学習課題（学習問題）の設定（◎）

③ 児童生徒の思考・判断を促す「発問」の工夫

④ 児童生徒が自分の考えを相互に説明する活動の充実

⑤ 思考過程が分かる構造的な「板書」（整合するめあてとまとめの確実な提示）

⑥ 児童生徒が調べたり文章を書いたりする「宿題」（家庭学習）の取組（◎）

⑦ 他者の「話を聞く態度」の育成（学校と家庭での習慣付け）（◎）

新学習指導要領において示された「主体的・対話的で深い学び」とはどのような学びであ

るか、全職員で確認することが、まず第一歩です。そのために、次ページの資料等を活用し

た校内研修を行いましょう。そして、上記の７点について自校なりの具体策を検討しましょ

う。その際、研究協力校等の取組を参考にしていただくために、実践例を掲載しました。

また、取組に当たっては、保護者の理解や協力を得ることも重要です。「学習指導要領はど

のように変わったのか。」、「今後、大学入試等はどのように変わっていくのか。」、「これから

の時代に求められる学力を育成するために、学校と家庭ではどのようなことを大切にしてい

くべきなのか」などについて、説明や意見交換を行う場を設けましょう。
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２ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を進めるに当たって

小学校（中学校）学習指導要領 第１章第３の１の(1)から ※ 下線は筆者による

(1) 第１の３の(1)から(3)までに示すことが偏りなく実現されるよう、単元や題材など

内容や時間のまとまりを見通しながら、児童（生徒）の主体的・対話的で深い学びの実現

に向けた授業改善を行うこと。

特に、各教科等において身に付けた知識及び技能を活用したり、思考力、判断力、表現

力等や学びに向かう力、人間性等を発揮させたりして、学習の対象となる物事を捉え思考

することにより、各教科等の特質に応じた物事を捉える視点や考え方（以下「見方・考え

方」という。）が鍛えられていくことに留意し、児童が各教科等の特質に応じた見方・考

え方を働かせながら、知識を相互に関連付けてより深く理解したり、情報を精査して考え

を形成したり、問題を見いだして解決策を考えたり、思いや考えを基に創造したりするこ

とに向かう過程を重視した学習の充実を図ること。

※ 「第１の３の(1)から(3)までに

示すこと」とは

(1) 知識及び技能が習得されるよ

うにすること。

(2) 思考力、判断力、表現力等を

育成すること。

(3) 学びに向かう力、人間性等を

涵養すること。

理解していること・
できることをどう使うか

何を理解しているか
何ができるか

どのように社会・世界と関わり，
よりよい人生を送るか

学びに向かう力
人間性等

知識・技能 思考力・判断力・表現力等

図 資質・能力の三つの柱

【取組に当たっての留意点】

ア これまで地道に取り組まれ蓄積されてきた実践を否定し、全く異なる指導方法を導入しなけ

ればならないと捉える必要はないこと。

イ 授業の方法や技術の改善のみを意図するものではなく、児童生徒に目指す資質・能力を育む

ために「主体的な学び」、「対話的な学び」、「深い学び」の視点で、授業改善を進めるものであ
ること。

ウ 各教科等において通常行われている学習活動（言語活動、観察・実験、問解決的な学習

など）の質を向上させることを主眼とするものであること。

エ 単元や題材など内容や時間のまとまりの中で、学習を見通し振り返る場面をどこに設定す
るか、グループなどで対話する場面をどこに設定するか、児童生徒が考える場面と教師が教え

る場面をどのように組み立てるかを考え、実現を図っていくものであること。

オ 深い学びの鍵として「見方・考え方」を働かせることが重要になること。各教科等の「見方・
考え方」は、「どのような視点で物事を捉え、どのような考え方で思考していくのか」というそ

の教科等ならではの物事を捉える視点や考え方である。

カ 基礎的・基本的な知識及び技能の習得に課題がある場合には、その確実な習得を図ることを
重視すること。
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３ 各教科における主体的・対話的で深い学び

【中学校数学の例】
数学科の目標（育成を目指す資質・能力）

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を次のとお

り育成することを目指す。

(1) 数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに、事象を数

学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるように

する。

(2) 数学を活用して事象を論理的に考察する力、数量や図形などの性質を見いだし統合的・発

展的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

(3) 数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え、数学を生活や学習に生かそう

とする態度、問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を養う。

※ 「数学的な見方・考え方」とは

事象を数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え、根拠を基に筋道を立てて考え、統

合的・発展的に考えること。

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

単元など内容や時間のまとまりを見通して、その中で育む資質・能力の育成に向けて、数学的

活動を通して、児童の主体的・対話的で深い学びの実現を図るようにすること。

その際、数学的な見方・考え方を働かせながら、日常の事象や社会の事象を数理的に捉え、数

学の問題を見いだし、問題を自立的、協働的に解決し、学習の過程を振り返り、概念を形成する

などの学習の充実を図ること。

(1) 主体的な学び

生徒自らが、問題の解決に向けて見通しをもち、粘り強く取り組み、問題解決の過程を振

り返り、よりよく解決したり、新たな問いを見いだしたりするなどの「主体的な学び」

(2) 対話的な学び

事象を数学的な表現を用いて論理的に説明したり、よりよい考えや事柄の本質について話

し合い、よりよい考えに高めたり事柄の本質を明らかにしたりするなどの「対話的な学び」

(3) 深い学び

数学に関わる事象や、日常生活や社会に関わる事象について、数学的な見方・考え方を働

かせ、数学的活動を通して、新しい概念を形成したり、よりよい方法を見いだしたりするな

ど、新たな知識・技能を身に付けてそれらを統合し、思考、態度が変容する「深い学び」

【指導のポイント】

○ １時間で全てが実現されるものではありません。単元等を見通して、重点化を図りましょう。

○ グループ活動等が目的となってはいけません。「どんな資質・能力が育成されたのか。」が大切で

す。児童に数学的活動の楽しさを味わわせながら実現したいものです。

○ 習得・活用・探究という過程の中で「見方・考え方」を働かせることを通して、

より質の高い学びにつなげることが重要です。「子供が問題を見いだせたか。」な

ど子供の視点に立った省察を大切にしたいものです。

平成２９年発行の学習指導要領解説の各教科編を参照し、各教科における主体

的・対話的で深い学びとはどのようなものかを把握して、授業に臨みましょう。
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４ 研究協力校等における取組例

(1) 単元や題材など内容や時間のまとまりを見通した目標の明確化

学習指導要領に示す目標に照らしてその実現状況をみる評価（目標に準拠した評価）を着実に

実施するためには、各教科の目標だけでなく、領域や内容項目レベルの学習指導のねらいが明確

になっている必要があります。そして、学習指導のねらいが児童の学習状況として実現されたと

いうのは、どのような状態になっているかが具体的に想定されている必要があります。このよう

な状況を具体的に示したものが評価規準であり、各学校において設定するものです。＊１

そこで、単元や題材の目標を明確にするためには、まず、各教科の『学習指導要領解説』で単

元等のねらいを確認する必要があります。次に、評価の観点ごとに、「単元の評価規準」を設定

します。そして、単元の指導計画を作成しますが、その際に、どの時間にどの評価の観点を重視

して指導と評価を行うのかを計画します。１単位時間の中で全ての児童生徒を４観点から評価し、

指導に生かすことは現実的ではありませんから、「本時では、このことについて評価し、どの児

童生徒も『十分満足できる状況』や『おおむね満足できる状況』に高めるのだ」と明確にして授

業に臨むことが重要です。このように指導の重点化が図られると、その時間でどのような活動に

時間を割くべきかが明らかになってきます。「主体的・対話的で深い学び」を単なる指導方法と

して捉え、「グループ活動をいつもしなければならない」、「反復練習には、取り組ませるべきで

はない」などと形式的に考えることは望ましいことではありません。

単元や題材など内容や時間のまとまりを見通して目標を明確化し、その目標を達成するために

ふさわしい活動を位置付けることが求められています。

【例：中学校第１学年理科＊２】

ア 単元名 葉・茎・根のつくりと働き

イ 単元のねらい

観察によって、種子植物の葉、茎、根の基本的なつくりの特徴を見いだすとともに、それら

を光合成、呼吸、蒸散についての実験結果と関連付けて捉えさせ、植物の体のつくりと働きに

ついて総合的に理解させる。

ウ 単元の評価規準
自然事象への

科学的な思考・表現 観察・実験の技能
自然事象についての

関心・意欲・態度 知識・理解
生物の観察、植物の 生物の観察、植物の体 生物の観察、植物の体の 観察や実験などを行

体のつくりと働き、植 のつくりと働き、植物の つくりと働き、植物の仲間 い、植物の体のつくり

物の仲間に関する事 仲間に関する事物・現象 に関する事物・現象につい と働き、植物の仲間に

物・現象に進んで関わ の中に問題を見いだし、 ての観察、実験の基本操作 関する事物・現象につ

り、それらを科学的に 目的意識をもって観察、 を習得するとともに、観察、 いて基本的な概念・多

探究するとともに、生 実験などを行い、事象や 実験の計画的な実施、結果 様性や規則性を理解

命を尊重し、自然環境 結果を分析して解釈し、 の記録や整理など、事象を し、知識を身に付けて

の保全に寄与しようと 自らの考えを表現してい 科学的に探究する技能の基 いる。

している。 る。 礎を身に付けている。

エ 単元の指導計画（全９時間）

節 時間 指導目標 主な学習活動
評 価

関 思 技 知

葉
葉の表皮の観察結果を基に、葉の筋 葉、茎、根の働きについて既習

の
の通り方から葉を分類し、その特徴と 事項を基に話し合い、葉の表皮の ○ ○

つ
２ 筋の働きを推論することができる。 観察を行う。

く
葉の表皮や内部の観察結果を基に、 葉の断面の観察を行い、葉の表

り
葉のつくり、水や養分の通り道につい 皮や内部のつくりの特徴をまと ○ ○
て説明することができる。 め、発表し合う。

葉 葉のつくりの観察結果と光合成の実 葉の中で光合成が行われている

の 験結果を基に、葉緑体で光合成が行わ 場所を予想して実験を行い、結果 ○
働 ４ れていることを推論できる。 を基に考察したことを発表し合

き う。

＊１ 国立教育政策研究所『評価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料』（平成２３年１１月）から引用
＊２ 平成２９年度市中学校教科別研修会（理科）公開授業指導案を基に作成
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谷山小学校では、数学的な思考力・表現力の育成を図るために、言葉や数、式、図、表、グラ

フなど様々な手段を用いて考えたり、自分の考えや根拠を説明・表現したりする算数的活動の工

夫改善に取り組みました。そこで、「考える力・表現力を高める学習の進め方」（表１）を作成

し、各学習過程において重視すべき学習活動や教師の指導の視点を明確にして共通実践を推進し

ました。このような取組によって、全職員が問題解決的な学習の進め方を共通理解するとともに、

実際の授業においては取り扱う題材の特性や児童の実態に応じてある部分を重点化して指導する

など、内容や時間のまとまりを見通した指導が展開されることが期待されます。

表１ 考える力・表現力を高める学習の進め方

学習
主な学習活動

学習
教師の指導の視点

過程 形態
１ 学習課題をつか 全体 ○ 問題の意味を的確に捉えさせることができるよう

導 つ む。 な問題を設定する。
か ○ 問題の意味を的確に捉えさせる。

入 む ○ 興味・関心・驚きや疑問を喚起させる工夫をする。
・ 既習事項（前時・前単元・前学年）や経験、知
識を揺さぶり、考えさせる。

・ 日常生活と関わりのある問題の設定
２ 本時のめあて（学 個→ ○ 前時（前時間・前単元）までの学習との比較を大
習問題）を立てる。 全体 切にする。

○ 問題を基に、授業で調べること、できるようにな
ることを明確にする。

３ 答えを予想する。 個→ ○ 既習事項を例示し、自分なりの予想ができるよう
見 （答えの見通し） 全体 にさせる。
通
す ４ 解決の方法・手 ○ 問題解決の見通しをもたせ、手順や方法を理解さ

順を考える。 せる。
（解決の方法の見通 ・ 絵、図、線分図、数直線、具体物、言葉の式、
し） 等

５ 自分なりの方法 個 ○ 個に応じた効果的な支援をする。
展 調 で調べる。 （ヒントコーナー、カード、助言）

べ ① 様々な方法を ○ 多様な考えを引き出すことができる算数的活動を
開 る 用いて調べる。 工夫する。（

○ 自力解決に必要な時間を十分保障する。
確 ② 調べたことを 個 ○ 説明させるための手立てや工夫をする。
か まとめる。 根拠をもつ
め ・ 算数における言語（言葉・図・表など）を意識
る させる。）

・ 提示資料の準備
○ 算数のよさに気付いている児童を称賛する。

６ 小集団で考えを ペア ○ よりよく説明し合う手立てや工夫をする。
出し合う。 根拠を生かす

グル ・ 相手の考えを納得し、よりよくする気持ちを大
ープ 切にする。

・ 受容的な学級の雰囲気を大切にする（うなずき）。
・ ＱーＵを生かした小集団のペアリング、グルー
ピング

○ 学習内容、児童の実態に応じたグループ形態を工
夫する。

○ 自分の考えを発表する発表話型や自分や友達の考
えをつなぐつなぎ言葉を活用し、練り上げを目指す。

○ 算数のよさに気付いている児童を称賛する。
７ 一人調べ、小集 全体 ○ 算数のよさを一人一人が実感できるような工夫を

練 団での考えを基に する。
り 話し合う。 全体 ・ 多様な考え方のよさを知り、よりよい考え方を
上 模索する場であるという認識を児童に定着させる。
げ ※ 日頃から説明 ・ 考えの共通点や相違点について比較・分類する。
る する場を多く設 ・ 子供の思考を揺さぶる場を設定したり、教具を

定する（算数に 準備したりする。
限らず）。 ・ 出されなかった考えや間違いを活用して揺さぶ
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りをかけることによって、話合いを深める。
○ まとめにつながるキーポイント（ここだマン）を
明確にする。
・ 板書を工夫する（考えの分類、キーワードを明確に）。

８ 本時のまとめを 個→ ○ キーポイントを基に、学習問題に呼応するように
終 ま する。 全体 まとめる。

と ○ 分かったことを整理し、全体でまとめをし、一般
末 め 化を図る。

る 「はかせ」の視点：速く・簡単に・正確に
○ 考えの深まりに気付かせる。

９ 練習する。 個 ○ 練習問題の内容や取組方法を工夫し、よさを更に
深 ・ できる。 味わわせたり、考え方を確かめさせたりする。
め ・ 使える。 ○ 必要に応じて、深化、補充を図る。
る ・ 便利だ。 ・ 問題の工夫（量や質） ・ 問題提示の工夫

・ 解答の仕方
○ 児童一人一人の学習成果を把握する。

10 学習を振り返る。 個→ ○ 本時の学習について振り返らせる（自己評価）。
全体 ・ 評価内容（考える・聞く・伝える・まとめの理解）

・ 本時の学習のよさについて話し合う。
※ 次時の課題まで考えられる（予想できる）とよい。

出典：谷山小学校 平成２８・２９年度研究紀要『学ぶ楽しさを実感できる算数学習の在り方』

（平成３０年２月）

伊敷中学校では、学習指導要領改訂が示す理念や資質・能力の考え方について校内研修を行っ

た上で、学校として目指す資質・能力について教科横断的な視点から検討を行いました。その際、

学校教育目標を中核として職員の意見を取りまとめ、表２に示す五つの力を設定するとともに、

具体的な生徒の姿をルーブリック（目標に準ずる達成度を判断する基準）として共有化しました。

学校教育目標の具現化に向けて、全職員で目標が具体的に共有され、日々の授業で実践が進むこ

とが期待される取組です。

表２ 汎用的な資質・能力の育成を図るルーブリック

学校教育目標「確かな学力と創造力を身に付け、健康な体と豊かな心をもった生徒の育成」

①課題発見力 ②情報活用力 ③論理的思考力 ④協働する力 ⑤メタ認知

日常生活の 情報を比較 多面的・多角 集団として最 生活の中で学
中から自ら課 しつつ、それ 的な視点を踏ま 適解や納得解を びを生かし、よ

レベル 題を発見して らの真偽を見 えた上で、論理 提案することが りよい問題解決
４ いくことがで 極め、適切に 的に自分の考え できる。 を図ることがで

きる。 活用すること を説明すること きる。
ができる。 ができる。

課題の意義 適切な方法 適切な言葉や お互いの意見 学んだことを
を自らの生活 で複数の情報 方法で、自らの を整理しなが 基にして、次の

レベル と結び付けて を収集するこ 考えとその根拠 ら、考えの質を 疑問をもった
３ 捉えることが とができる。 を説明すること 高めていくこと り、適用を図っ

できる。 ができる。 ができる。 たりすることが
できる。

課題に対し 課題を解決 自らの考えと お互いの考え 自らの学習の
て既習や自ら するために情 その根拠や理由 の共通点や差異 過程を振り返る

レベル
の生活と結び 報収集に関す を説明すること 点を見いだしつ ことができる。

２
付けながら、 る見通しをも ができる。 つ、話し合うこ
解決への見通 つことができ とができる。
しをもつこと る。
ができる。
学習課題を 課題を解決 自らの考えに 課題を把握 できたこと・

レベル
的確に把握す するためにど 根拠をもつこと し、他者に自分 分かったことを

１
ることができ んな情報が必 ができる。 の考えを伝える 自分の言葉でま
る。 要か考えるこ ことができる。 とめることがで

とができる。 きる。

出典：伊敷中学校 平成２９年度研究紀要『新しい時代を切り拓く資質・能力を身に付けた生徒の育成』

（平成２９年５月）
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(2) 児童生徒に主体的な問題解決を促す学習課題（学習問題）の設定

田上小学校では、主体的な学びを実現するために、単元や一単位時間の導入において、「考え

たい。」、「解決したい。」と児童の学習意欲が高まるような課題設定の工夫に取り組みました。

表３や表４のような視点からの課題設定によって、学ぶことの意義を実感したり、自分なりの考

えをもって目的意識のある学習活動が展開されたりすることが期待されます。

表３ 課題設定の視点

課題の視点 捉 え

実生活につながる課題
生活の中から解決したい問題を見いだし、解決方法等を考

え、その適用範囲を広げていくことのできる課題

最終的な学習につながる課題
単元終末に解けるようにしたい知識・技能等を活用して解

決する課題や最終目標となる活動が示される課題

体験的な活動から発見した課題
これまで体験したことやその時間に体験したことから問題

意識をもつことができる課題

ずれを生かした課題
誤概念や予想、自他の考えのずれ等、想定外の事実を知る

ことで問題意識をもつことができる課題

発展的な課題
単元で学習した内容を広げたり、深めたりすることができ

る内容（他の単元の学習や他の学年の学習）の課題

表４ 社会科における「見方・考え方」の視点と「問い」「学習問題」の例

視点 「問い」の例 学習問題の例

・ どのように広がっているのだろう。 ３年「学校のまわり」

位置や空間的な ・ なぜ、この場所に集まっているのだろう。 「なぜ、たくさんのお店が○○

広がりの視点 ・ 地域ごとの気候は、どのような自然条件 には、集まっているのだろう。」

によって異なるのだろう。

・ いつ、どんな理由で始まったのだろう。
３年「店ではたらく人」

時期や時間の
・ どのように変わってきたのだろう。

「ボンタンアメは、なぜ、９２

経過の視点
・ なぜ、変わらずに続いているのだろう。

年間も多くの人に親しまれてい

るのだろう。」

・ どのような工夫や努力があるのだろう。 ６年「わたしたちの生活と政治」

事象や人々の
・ どのようなつながり（関係）があるの 「選挙権をもつ市民として、わ

相互関係の視点
だろう。 たしたちは、政治とどのように

・ なぜ、○○と○○の協力が必要なのだ 関わっていく必要があるのだろ

ろう。 う。」

・ どのように続けていくことがよいのだろう。
４年「ごみのしょりと利用」

構想の視点
・ 共に生きていく上で何が大切なのだろう。

「これからの環境を守るために、

どのような取組が大切だろう。」

表５ 各教科の実践例

単元・題材 教師の働き掛け 学習課題・学習問題

第４学年 国語 科学読み物を紹介する文章のモデルを 科学読み物の筆者の主張を分

「きょうみをもったところ 提示し、科学読み物を紹介するための課 かりやすく紹介するには、どの

を中心にしょうかいしよう」 題について話し合わせる。 ように読めばよいか。

第４学年 音楽 打楽器（すず、カスタネット、クラベ 自分たちのテーマに合った音

「いろいろな音のひ ス）による二つのリズムの組合せを聞き 楽をつくるには、どんな工夫を

びきを感じ取ろう」 比べさせ、感想等を話し合わせる。 すればいいのだろうか。

第５学年 家庭 縫い方の異なるコースターの作品例を ミシンを使って、きれいで丈

「わくわくミシ 提示して比較させ、これまで学習した直 夫な角縫いをするには、どうし

ン」 線縫いでは縫えないことに気付かせる。 たらよいだろうか。

第２学年 道徳 上級生が意地悪をしているという事例 よくないことだと気付いたと

「よいと思うこ をＩＣＴを活用して提示し、「自分だっ き、どんな考えを大切にすれば

とはすすんで」 たらどうするか」と問う。 よいのだろうか。

出典：田上小学校 平成29年度研究紀要『共に学び 未来を創る』（平成２９年６月）

※ 表５は、掲載の実践例から抜粋して作成
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吉田南中学校では、「見通し」・「振り返り」を促す手立ての工夫に取り組んでいます。そこで、

特に数学科においては、生徒が見通しをもって主体的に学ぶ授業を展開するために、表のような

視点から学習課題を工夫しています。そして、学習課題に出会ったときの生徒の「気付き・発想」

を基に問題意識の焦点化を図り、見通しをもった問題解決が展開できるようにしています。

表６ 学習課題を工夫する際の視点

教師の視点 生徒の反応例

生徒から疑問、矛盾を引き出せるもの なぜかな、おかしいぞ。

生徒に適度な困難さを感じさせるもの これは難しそうだな。

生徒から多様な考えが引き出せるもの いろいろな方法がありそうだ。

生徒の興味・関心を引き出せるもの 面白そうだ、やってみよう。

生徒の能力、既習事項を考慮したもの これまで学習したことが使えそうだ。

操作などの活動を通して解決できるもの 活動しながら考えを広げたり深めたりできそうだ。

解決の見通しをもたせられるもの このことを解決していけばいいかな。

解決の成就感や成功感をもたせられるもの 分かったぞ、やっとできたぞ。

【設定例】第１学年「文字式の表し方」

【学習課題】

松元君は、バスに乗って鹿児島からｘkm離れた長崎まで修学旅行に行きました。高速道路を
利用し、熊本までのｙkmは時速80kmで走りましたが、その先は渋滞にあたってしまい、残りは
時速60kmで走りました。おこづかいは10000円以内と決まっていました。長崎では、おみやげ

屋でａ円のカステラを３本とｂ円のちゃんぽんを２個買い、5000円札で払いました。
また、入園料ｃ円の美術館とｄ円の博物館に見学に行きましたが、どちらも割引券があった

ので１割引で入ることができました。帰りは新幹線で、福岡から鹿児島までのｚkmを２時間ち
ょうどで帰りました。

Ｑ この文章の中の数量を表す式を作りましょう。また、それが何を表すか、グループで問

題を出し合いましょう。

例 （式）３ａ＋２ｂ 表す数量：おみやげの代金の合計

【設定例】第３学年「平方根の活用」

【学習課題Ⅰ】

図のような断面をもつ丸太がある。

この丸太から、断面が正方形の角材を取りたい。１辺が最大何cmの角材を取

ることができるだろうか。

【学習課題Ⅱ】

さしがねの角目で丸太の直径を測って目盛りを読めば、そのまま正方形の角材の一辺の長さ

が求められる。その理由を説明してみよう。

表７ 生徒の「気付き」を学習問題につなげるための観点

観点 生徒の「気付き・発想」 学習問題例

課題を見て、既習内容との比較を 前に学習したことと、こ ○○のときは、どのよう

基にした観点 こが違うぞ。 にすればよいのだろうか。

試行した結果から見いだした規則 こんなきまりがありそう 見付けたきまりは、本当

を基にした観点 だぞ。本当にそうかな。 にそうだろうか。

既習内容を生かして試行したがで この考えでできると思っ ○○を使ってできないと

きなかったことを基にした観点 たのにできないぞ。 きは、どのようにすればよ

いのだろうか。

試行した結果、明確にできなかっ みんな違うぞ。はっきり はっきりさせるには、ど

たことを基にした観点 しないなあ。 うすればよいのだろうか。

簡単な解決方法を追究したいとい できたけど面倒だなあ。 もっと簡単に解決する方

う意識を基にした観点 法はないだろうか。

更に対象を変えて、同じ活動に取り 活動しながら考えを広げ ○○でやったらどうなる

組みたいという意識を基にした観点 たり深めたりできそうだ。 のだろうか。

出典：吉田南中学校『研究紀要第４９号 課題を解決するために必要な資質・能力を育成する学習指導』

（平成２９年１０月）
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(3) 児童生徒の思考・判断を促す「発問」の工夫

東桜島小学校では、児童の対話力を系統的に育成するために「対話力系統表」を作成し、ねら

いを明確にした対話活動を全校で推進しています。教師が、理由を明確にさせたり、比較・関係

付け等を促したりするような発問を意図的に行うことで児童の思考が深まるとともに、児童も考

え方を学び、自己内対話を繰り返しながら思考できるようになることが期待できます。

表８ 対話力系統表（部分）

思考のための言葉 思考の方法 低 中 高

①「なぜ（どうして）、～なのですか。」

「○○の原因として、どういうことが考えられるのだろ 原因・理由 ○

うか。」「根拠は何ですか。」

② ○と△を比べると、どこが違い、どこが同じですか。 比較 ○

③ 絵・図・表で表すとどうなりますか。 具象化・図解 ○

④ もし、～ならどうなりますか。
仮定 ○

逆の立場から見たらどうなりますか。

⑤ ほかにももっとよいやり方はないですか。
拡張 ○

～の場合はどうでしょうか。

⑥ ○は△になっています。だから、◇は▽ではないでしょうか。 推量 ○

⑦ ○○と△△で分けてみるとどうなるでしょうか。 分類 ○

⑧ 例えていうと、どういうことですか。 例示 ○

⑨ まとめると（つまり）～ということでしょうか。 統合・要約 ○

⑩ ○○と△△は、どういう関係があるでしょうか。 関係付け ○

⑪ ○がよかったことから、△もよいと考えられるでしょうか。 類推 ○

⑫ ○と□と◇から、どんなきまりが考えられるでしょうか。 帰納 ○

⑬ ○○は△△です。だから、□は何であると言えるでしょうか。 演繹 ○

出典：『第６３回九州地区へき地・小規模校教育研究大会鹿児島大会 大会要録』収録

東桜島小学校研究概要『主体的・協働的に学ぶ子どもを育成するための指導法の工夫』（平成２９年１０月）

山下小学校では、「学びの自覚を促す手立て」として、教師の言葉掛けを大切にした実践を進

めています。児童が自分の学びを振り返ることができるように問い掛けたり、児童の学びを肯定

的な言葉で価値付けることによって「これでよかったんだ。」、「できるようになっている」と自

己の学びに自信をもたせるようにしています。

表９ 教師による言葉掛けの例

学びの自覚を促す言葉掛けの場面 具体的な言葉掛け

本時の課題解決に向けて、
「今、何に向けて学習を進めているところかな。」

既習の学びの自覚を促すとき
「前の時間には、どんなことが分かった（できた）かな。」

「これまで習った方法で解決できないかな。」

考えのよさを既習の見方・考 「この考え（見方・考え方）は、前にも学習したことはな

問 え方とつなげて自覚を促すとき かったかな。」

い 考えや活動などのよさを他者 「〇〇さんの考えのよいところはどこかな。」

掛 の評価を通して自覚を促すとき 「〇〇さんの動きは、前に比べてどこがよくなっているかな。」

け
自分の変容の自覚を促すと

「今日、分かった（できるようになった）ことは何かな。」

き
「どのような考えをもてるようになったかな。」

「初めの考えとどう変わったかな。」

課題解決の方法や過程のよ 「なぜ、うまくいったのかな。」

さの自覚を促すとき 「どうすれば成功するのかな。」

価 考えや表現、活動などのよ
「〇〇という見方で考えたところがいいね。」

値 さを価値付けるとき

付 学んだことを生かして課題を 「これまでに学習したことをうまく生かしていたね。」

け 解決したことを価値付けるとき 「前に学習したことと結び付けて考えているところがいいね。」

出典：山下小学校 平成２９年度研究紀要『主体的に課題解決へ向かう子供を育てる授業づくりⅡ』

（平成２９年１１月）
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(4) 児童生徒が自分の考えを相互に説明する活動の充実

桜洲小学校では、全ての児童が授業に主体的に参加し、「分かる・できる」喜びを実感できる

ようユニバーサルデザインの視点を取り入れた指導の工夫に取り組みました。その際、学習活動

や発問の焦点化、互いに学び合う活動による考えの共有化、ＩＣＴの効果的活用や活動の流れの

掲示等による視覚化を重視し活動の充実を図りました。

図 授業づくり「３つの柱」
出典：桜洲小学校 平成２８・２９年度研究紀要『すべての子供が参加し、「分かる・できる」喜びを実感で

きる授業づくり』（平成３０年１月）

清水小学校では、児童が外国語によるコミュニケーション活動を積極的に行うことができるよ

う、各単元のゴールを具体的に示すようにしました。また、児童にとって必然性のある場面設定

や、定型的な会話のみでなくその場で思考・判断しながらコミュニケーションを図れるような場

面設定に取り組みました。さらに、児童がアクティビティに自信をもって取り組めるよう個人、

ペア、グループ、一斉などの学習形態をねらいを踏まえながら段階的に設定するようにしました。

表１０ 場面設定や授業形態の工夫例

学年・単元 単元全体のゴール 場面設定・授業形態の工夫

第４学年 夢の給食メニュー 各ブースで一人ずつ、画用紙に描いた絵を示

どんな給食が好き？ を友達に紹介しよう。 しながら、夢の給食を発表させた。

第５学年 清水ゲームショー 英語による会話に自信をもたせるためにペア

Hi、friends!1 を開催して、クイズ ワークによる活動を３時間行った後、第４時に

Lesson7 What's this? を出し合おう。 グループごとのゲームブースでクイズを出し合

うグループワークを設定した。

第６学年 清水小のためにで 導入でマララ・ユスフザイさんの国連演説の

Hi、friends!2 きることをプレゼン 動画を視聴させた上で、清水小のために自分た

Lesson3 I can swim. しよう！ ちには何ができるか考えさせ、意欲を高めた。

第６学年 鹿児島市の観光地 市内観光地を目的地とする場面設定により必

Hi、friends!2 を道案内しよう！ 然性を高めた。また、案内役だけに地図を持た

Lesson4 turn right. せたり、即興で地図を見て案内させたりするこ

とで責任感や臨場感を高めるとともに、聞き手

との会話を大切にした案内を心掛けさせた。

第６学年 お世話になった人 単元末に保護者に向けて、イラスト等を見せ

Hi、friends!2 たちに「夢スピーチ ながら発表する場を設定した。練習の際には、

Lesson8 What do you コンテスト」を開こ 発表の様子をタブレットｐｃで撮影し、動画を

want to be? う！ 見ながら互いにアドバイスするようにした。

出典：清水小学校 平成２８・２９年度研究紀要『自らの思いや考えを積極的に伝え合う児童の育成』（平成

３０年２月）※ 表１０は、掲載の実践例を基に作成
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